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l 昭和57年度の東洋文庫

(1) 

東洋文庫には二つの創立記念日がある。一つは岩崎久弥氏がモリ ソン氏からその蒐集の図

書 を購入せられた大正 6年(1917)8月29日，もう一つは岩崎久弥氏がモリソソ氏の蒐

集にその後蒐めたところを加えられたものを中心とし， これを収納する書庫，附属の建物と

その敷地，運営に要する基金を併せ寄贈して財団法人東洋文庫を設立せられた大正1笠~ (1 

924)11月19日である。

前者はモリソ ソ文庫と呼ばれたが， 57個の木箱に梱包して，まず貨車で北京から天津に送

られ，そこで日本郵船の高砂丸に積み替えられた。船が横浜に着いたのは9月26日。直ちに

鉄道で東京に運び．深川の三菱倉庫に収められた。

モリソ ソ氏にその蔵書売却の計画のあることを逸速く聞出し，その是非購入すべきことを

時の横浜正金銀行頭取井上準之助氏に勧めたのは，モリソン氏と親交のあ った小田切萬寿之

助氏である。小田切氏はもと外交官，上海駐在の総領事として明治37, 8年戦役即ち日露

戦争に列国の動向を探索することに不休の活動を続け，ついに健康を損じて外務省を退官し

たが，その豊富な支那の実務に関する経験，支那の政治経済界の要人との幅の広い交際，そ

して何よりも見事な支那語の能力は， 日本の支那大陸への進出の経済的支柱をなしつつあっ

た横浜正金銀行のかねて注目しつつあ ったところで，氏は明治3m.Cl 905) 12月迎えられ

て顧問となり，ついで同行取締役として，はじめ満州に，ついで北京に在って多くの借歎

交渉に関係していた。中華民国成立 (1912)と同時にその顧問として借歎交渉の事務に当っ

ていたモリソ ソと親交を結ぶに至ったのは，その仕事の関係からである。

モリソソ氏の言い値は英貨3万5千ポ‘ノド。岩崎氏はその言い値で買入れた。丸の内の三

菱本社の事務所を訪ねた井上氏は，たまたま階段を降りてくる岩崎氏に出会い，せいぜい数

分の立ち話で買入れが決った。後年，東洋文庫の理事長とな った井上氏は，この時ほど愉快

に感じたことはないと述懐されていたそうである。

小田切氏の敏速な通報と，井上氏の間髪をいれない処置と，モリソソ文庫の重要性を理解

して直ちに購入に踏切った岩崎氏の果断とが，多 くの競争者をしりぞけてこの貴重な文献の

蒐集を日本にもたらしたのである。それは日本の東洋学研究史上の画期的事件であ った。日

本の東洋学は，モリソ ソ文庫の将来を機に新しく，そして大きく発展したのである。

支那との古くからの交渉，支那の学問が正式の学問とされて来た長い伝統を背景として，

漢籍については中央 ・地方の諸機関及び個人に多くの蒐集があった。しかし，支那に関する

欧文の書籍については，縄った蒐集は全くなかったといってよい。それがモリソ ノ`文庫の渡

来によって，一挙に人々の手の届く所に置かれたのである。

モリソソ文庫が丸の内に置かれたことが知られると，国内の学者はいうに及ばず，国外か

らも閲覧に来る人が跡を絶たなかった。岩崎久弥氏が財団法人東洋文庫を設立して，モリソ

ソ文庫を基礎に大アジア図書館を作ろ うと したのは， そうした図書館がそれまで日本になか
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ったことと，その利用を一層盛んにするためとであった。

しかし，東洋文庫は単なる図書館ではなかった。それは研究活動を主体とする研究所で，

図書館はその附属にすぎないという組織のものであった。これは専ら白鳥庫吉博士の構想に

よるものである。欧州の諸国にある東洋学研究所を実地に利用したことのある博士は，こう

した研究所をわが国に開設する必要を切に感じていた。それが今，東洋文庫として実現した

のである。

(2) 

今日でこそ日本の公私の諸大学には多く の東洋学関係の講座が置かれ，関係の図書は図書

館にも研究室にも充満している。中には付置の東洋学研究所の設けられているところも少＜

ない。しかし，大正13年財団法人東洋文庫が発足した頃は，東洋文庫が唯一の東洋学研究所

といってよかった。そして岩崎氏の寄贈せられた 2百万円の基金から生ずる利息は， 東洋文

庫の運営を極めて豊かなものにしていた。図書の蒐集，学術業績の刊行，内外の研究機関，

個人学者への刊行物の寄贈，そのどれを採上げてみても，東洋文庫に比肩し得るところは他

になかったと言って過言ではない。

その豊かな財政が一転して暗激たる様相を呈するに至ったのは，終戦の際，南滴州鉄道株

式会社の株券に代られていた基本金が無価値にな った時である。しかし，戦前の東洋文庫の

成績はなお内外の多くの機関や個人によってよく記憶せられていた。東洋文庫は健在なりや

の問合せとともに，内外の民間諸財団の援助， 三菱銀行と三菱系を主軸とする諸会社

の好意によってつくられている東洋文庫維持会，日本船舶振興会， 日本政府，その他幾多の

機関や個人から多 くの寄附が寄せられた。こうして終戦とそれに続く第一回の財政的危機は

切抜けられたのである。

しかし，所謂石油ショ ックに続いて起り，今日もなお続いている経済情勢の不振は，その

影響する所極めて深亥収ある 。 そ柑ま法人•個人ぢ閉わず，すべてから， 他機関•他人を大規模に

援助する余裕を失わしめつつある。こうした時期に東洋文庫のような機関の必要性を認め，

これを存続し， これを振興せしめることが， 日本の， 更には人類全体の文化の発展に資する

ことを理解して くれる大活眼の士の出現を期待することは，不可能ではないにしても頗る困

難であることに疑問はない。

財団法人東洋文庫の長所は，それが民間の機関として極めて柔軟な活動性を有っているこ

とである。終戦後の東洋文庫の活動は，例えば刊行物の種類の減少に見られるように，漸次

鈍っていることは否めない。しかし，それに財力を与えれば美事な成績の復活を期待できる

ことは，戦前の活動が十分に示しているであろう。

時賑にして英傑を思うという語があるが，我々は今にして岩崎久弥氏の実業人としての， ＇

否，人間としての見識の高さを懐わざるを得ない。岩崎氏のモリソン文庫の購入，それを中

軸としての財団法人東洋文庫の設立は，氏に財力があったからばかりではない。氏がその財

力を如何に活用するのが人問の文化の発展につながるかを知っていたからである。
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II 図 書事業

1. 図書資料の収集
／ 

購入 ・交換 ・受贈によ って収集した査料は，一般文献貧料のほか，中央アジア特別研究資

料 ・東アジア特別研究行料 ・西アジア特別研究；臼料があり，昭和57年度末現在の蔵国数は

632,561冊となった。

・ 資料購入

＼ 和 漢書 洋 戸韮 複写｝食料 計

般文 献資料 128 70 

゜
198 

中央アジア特別研究賓料 7 387 

゜
394 

東アジア特 別研究行料 1,874 71 

゜
1,945 

西アジア特別研究資料

゜
370 3 373 

計 2,009 冊 898 冊 3 flf. 2,910 冊

・ 資 料 交換

口
メ又 贈 寄 贈

I 

和漢渇 洋 書 計 国 内 国 外 計

単 行 本（冊） 1,260 450 1,710 1,893 678 2,571 

定期刊行物（冊） 4,587 1,240 5,827 256 498 754 

5,847 1,690 7,537 2,149 1,176 3,325 
冊 冊
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2. 図書資料の保存整理

•製本数量

本年度の製本施工数量は下記の通りである。

区 分 I単行本 I定期刊行物 I複写資料製本I複写資料製峡 I その他

数 量 450 
冊

1,764 
冊

76 
冊

38 
冊

159 
冊

•撮影・焼付

区 分 撮影コマ数 焼付引伸数 1 ボジ ・フ ィルム作成

数 量 15,683 
コマ

45,845 枚 | 1,010コマ

3. 図書資料の閲覧

・図書利用状況

本年度の所蔵図書の利用ならびに内訳は次の通りであった。

開 館 閲 覧 日 昨年同月 閲 覧 日 昨年同月

月 との比 との比

日 数 者数 平均 （△印は減） 図書数 平 均 （△印は減）

4 22 日 230 人 10憎 △ 55 人 3,292 冊 150―冊弱 △ 63 冊

5 23 329 14 強 △ 102 5,146 224 弱 △ 1,386 
6 25 309 12 強 △ 126 3,629 145 強 △ 1,442 
7 26 457 18 弱 △ 14 5,314 204 強 △ 457 
8 25 517 20 強 △ 40 7,104 284 強 △ 3,332 ， 23 415 18 強 △ 33 5,953 259 弱 178 
10 24 375 16 弱 △ 80 4,681 1 9 5 強弱 △ 2,730 
11 22 415 19 弱 30 5,388 245 △ 1,910 
12 22 350 16 弱 1 3,541 161 弱 △ 1,103 
1 21 226 11 弱 △ 6 3,823 182 強 464 
▲？ J 22 457 21 弱 194 8,781 399 強 5,722 
3 8 305 38 強 △ 22 6,241 780 強 529 

計 263 4,385 62,893 
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閲覧図書数内訳

和 書 漢 書 洋 車戸 ムロ 計

月

部数 冊数 部数 冊数 部数 冊数 部数 冊 数

4 121 270 421 2,798 125 224 667 3,292 

5 285 602 706 4,078 197 466 1,188 5,146 

6 242 418 570 2,798 224 413 1,036 3,629 

7 265 393 835 4,385 294 536 1,394 5,314 

8 334 621 1,020 5,481 623 1,002 1,977 7,104 ， 249 334 842 5,148 298 471 1,389 5,953 

10 344 649 639 3,626 236 406 1,219 4,681 

11 267 438 761 4,396 290 554 1,318 5,388 

12 281 432 541 2,485 287 514 1,109 3,431 

1 194 352 570 3,234 122 237 886 3,823 

2 272 433 1,115 7,490 497 858 1,884 8,781 

3 140 353 440 5,075 444 813 1,024 6,241 

計 2,994 5,295 8,460 50,994 3,637 6,494 15,091 62,783 

書庫 ・事務棟の増改築後の移転作業のため．昭和58年3月10日より閲覧業務を休止した。

4. 資料複製増刷サービス

国内外の研究者・研究機関の閲覧•利用の便に供するために行なったもので，実績は下記

の通りであ った。

マイクロ フィルム

申込件数 I撮影コマ数 I焼付引伸枚数 1 ボジ ・フ ィルム

977 
件

102,887 コマ 141,235枚 99,938 コマ

電子複写

申込件数 撮影枚数

1,326 枚 8 0,812 枚
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III 研究事業

1. 調査研究

調査研究は，文部省科学研究費補助金によるものと，国庫の補助金による一般•特別調査

研究とにわかれる。

I 文部省科学研究費による調査研究

一般研究 (A)

【課 題】 ューラ、ンア社会史における遊牧・農耕及び通商に関する基礎的研究

【期 問】 昭和57年度 (3ヶ年継続事業初年度）

【目 的】 ここでいうューラシア，すなわち・中央アジア・西アジア・南アジア・東アジ

ァ及び東ヨーロッパという，各地域に関する個別の歴史学的・文献学的研究は，

我が国においても近年とくに著しく発展し，世界のレベルをリードする分野も少

くない。 しかし，これらの地域の歴史は，決して孤立して展開してきているわけ

ではなく，相互に強い影響を与えあって現代に至っていることは疑いない。加え

て，近年の各国における実地調査の成果も活発に現われはじめ，ューラシア地域

に共通する社会史上の諸要素が抽出されてきている。そこで，本研究では，その

諸要素のうち，現代に至るまでの時代を通じるものとして，遊牧・農耕・通商の

3点に注目した。この観点に立って，まず第一に，近代以後に刊行された各地域

における現地調査に関する文献と，その基礎となる現地語を中心とした資料の調

査と研究を行い，現在わが国に存在しないものを中心に収集に務める。第二に，

近代以前に朔って，同じくこのテーマに関する基本文献の調査研究及び収集を行

なう。財団法人東洋文庫は，既にューラジア地域研究の一大セソターとして機能

しているが，その充実と，今後ますます増加すると思われる研究者への便宜のた

めに，本研究の最終目的は，今後のわが国及び外国のユーラツア社会史研究にと

つて着実で実効のある指針を提示し，かつ，収集した資料・図書を整理したうえ

で公開する， という二点にある。
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【事 業 】 上記の目的に沿って，以下の研究実施計画を行なった。

(1) 近代以後に刊行された各地域における現地調嚢に関する文献と，その基礎と

なる現地語を中心とした資料の調査と研究を行ない，現在我が国に存在しない

ものを中心に収集し，文献整理カ ー ド化した。

(2)近代以前に朔って， 同じ くこのテーマに関する基本文献の調査研究及びマイ

クロ ・フィルム査料を含めた賓料の収集を行ない，同じく文献整理カードを作

成し， ともに一般公開できるように整備した。

(3) 随時に，研究会を催し，各分担研究者の調任 ・研究の成果，及び収集された

賓料に基づいて相互討論を重ね，ューラ、ンア社会史研究の方法 ・キーホイ` ノト

を一層鮮明にすることができた。

【代表者 】 榎一雄

【分担者 】 統 括 ：稜一雄

北ア ジア班 ：松村潤，岡田英弘，護雅夫

東 欧班 ：護雅夫，永田雄三

西アジア班 ：永田雄三，後藤 明，志茂碩敏

東アジア班 ： 神田信夫，田中正俊

中央ア ジア班 ：榎一雄，梅村坦

II 一般調査研究

本年度は，特に，中央アジア ・イスラム研究委員会，明代史研究委員会を中心に調査研究

を行な った。

東亜考古学研究委員会

【資料の整理 】 梅原末治評議員し京都大学名昔教授）の寄贈にかかる東亜考古学資料（写

真実測図，拓本，野帖等）の整理とその目録の作成。 （特に， 日本の部，中国の部の青銅

器資料の整理とその目録の作成を行な った。） （編集済） （前年度の継続）

古代史研究委員会

【資料の整理 】 東洋文庫所蔵中国画像名，造像名，墓碑銘等拓本の研究整理。

唐代史（敦煙文献）研究委員会

【資料の収集 ・整理 ・研究及び情報提供 】 (1) 国内国外に現存する西域出土古文書の所在

調査と， マイクロ ・フィルムによるその収集 ・整理，
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(2) 内外の諸機関，研究者に対する既収集敦煙文献資料の公開，情報の提供。

(3) 内陸アジア出土古文献研究会の開催。 （以上，前年度の継続）

第 1回 5月15日（土） 佐藤道郎「敦煙仏教と五台山」

第 2回 7月3日（土） 池田 温「敦煽・吐魯番関係近刊数種」

広川発敏「三階教と浄土教との交渉—ー敦煽出土七階仏名教を

中心として一」

第 3回 11月6日（土） 池田 温「敦煽・吐魯番研究文献二，三」

第4回 11月20日（土） 中野照男「中央アジア美術に関する近刊の紹介」

荒川正晴「新彊歴史論文続集」

第5回 12月4日(±) 池田 温「敦燈関係近刊論文紹介」

梅村 坦「東京国立博物館所蔵ウイグル銘文木片と大谷探検隊」

第6回 2月5日（土） 金岡照光「近五年敦煽文学文献研究一瞥（付言語研究）」

第7回 2月26日（土） 平井宥慶「南北朝期教典注釈書の研究＿一敦煽仏教文献（漢文

写本）研究の展望をかねて一一」

宋代史研究委員会

【資料の整理・研究及び情報活動】 (1) 宋代研究文献目録及び速報の作成。

(2) 『宋会要輯稿』食貨之部の要項及び語彙索引の作成。 （以上，前年度の継続）

明代史研究委員会

【研究・整理】 (1) 『令梅治状』を主として，明代社会制度に関する文献の講読・研究。

（毎月 2回研究会の開催） （前年度の継続）

(2) 『東洋文庫所蔵明代方志解題』の作成。

清代史（満州・蒙古）研究委員会

【研究・整理】 (1) 「旧満洲棺」・「満文老樅」記事対照表の作成。

(2) 「年羮発奏摺」満文の訳注。

(3) 『東洋文庫所蔵鍍紅旗棉一乾隆朝(1)―-』の編集・刊行。 （刊行済） （以上，前年度

の継続）

近代日本研究委員会

【資料の収集・研究】 近代化過程における欧米列強と東アジア乃至日本との国際関係，ぉ

よび近代日本と大陸諸民族との国際関係について，国際政治のみならず，国際経済の資料を

も収集し，これらの世界史的性格を総合的に研究する。
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朝鮮研究委員会

【資料の整理 ・研究 】 (1) 李氏朝鮮の財政 ・民政関係資料及び外交文書資料の講読 ・研究。

（毎週研究会の開催） （前年度の継続）

(2) 漢字の朝鮮音韻の調査 ・研究。

． ） 

中央アジア ・イスラム研究委員会

【資料の収集 ・研究 】 (1) 『東洋文庫所蔵アラビア語 ・トルコ語・オスマントルコ語関係

資料の増補目録』の作成。

(2) 『日本におけるペルシャ語文献総合目録』の作成。

(3) イスラム国家論 ・都市論の月例研究会の開催。 （以上，前年度の継続）

鈴木 蛋「オスマソ朝のパンャたち一一 回歴700年から 1200

まで一ー 」

熊谷哲也「ファーティマ朝末期の軍事勢力」

高山 博 F12世紀ヽンチリアにおけるノルマソの財務行政機構」

林 徹「トルコ語の東黒海地方の方言について」

官武志郎「14~15世紀におけるオスマ｀ノトルコヘの大砲の移入

について」

花田宇秋「（問題提起）、ンソボジウム ・ 王朝最後の戦い—ー 王

朝が滅びる時一一 」

竹下政孝「初期シーア派の異端 ・ハノタープ派の思想と影響」

斉藤正樹「チュニジア留学記」

第 1回 5月28日（金）

第 2回 7月2日（金）

第3回 9月25日（土）

第4回 10月29日（金）

第 5回 11月26日⑲砂

第6回 12月17日（金）

第 7回 1月28日（金）

第8回 2月25日（金）

(4) 隊商貿易史の研究。

(5) 中央アジア ・トルコ諸民族史の研究。

(6) イスラム社会の構造の研究。

(7) トルコ日本両国の近代化の比較研究。

南方史研究委員会

【資料の整理 ・研究 】 （1)東洋文庫所蔵南アジア史関係資料の整理 ・研究とその分類の作

成。 （前年度の継続）

(2)・イソド古代社会に関するサ｀ノスクリット語 ・パーリー語 ・漢文資料を，マイクロフィル

ム，その他によって網羅的に収集 し，その調査，分類を行なう。

Ill 特別調査研究

1

1

i

 

チベ ット 特 別調査研究（チベッ ト研究委員会）
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【目 的】 チベノト人との協同によるチベ．ノトの歴史・言語・宗教・社会の総合的研究

【研究課題 】 チベット語文語辞典の編纂

【事業内容 】

(1) チベット語文語辞典編纂のための調査 ・研究

①前年度に引続き， トゥカ｀ノ「一切宗義」ゲルク派の章のテキスト ・邦訳を整備した。

②トゥカ‘ノ 「一切宗義」二｀ノマ派の章，及び「敦煽出土チベット年代記」のテキストの文

・単語への分割を進めた。

③ 「3世ダライラマ年代記」， 「勝熔経」，「般若心経」， 「中論」の機械処理を進めた。

(2) チベ．ノト語関係文献の整理

(3) 研究成果の刊行

①『スタイソ蒐集チベット語文献解題目録一ー 第 7 分冊—- 』 B5判 l冊 （刊行済）

②『 Texts of Tibetan Folktales (ill) 』（『チベ ノト民話資料集 (ill) 』）

B 5判 l冊 （刊行済）

(4) チベ ．ノ ト学に関する研究会の開催

近代中国特別調査研究 Gli代中国研究委員会）

【目 的】 近・現代中国研究関係資料の収集 ・整理とこれらの資料の書誌的研究。

【研究課題 】 近・現代中国研究関係資料の書誌的研究。

【事業内容】

(1) 共同利用研究

本年度上半期は，中国社会科学院歴史研究所の周 遠廉副研究員を受入（昭和勺年4月～

7月）れて，中国近代史研究，殊に中国における清朝の旧満洲棺案の所在並びに研究 ・整理

状況について，また，下半期には， 日本学術振興会の依頼に基づき，中国社会科学院近代
史

研究所の栄 孟源研究員等と情報交換を行な った。

(2) 情報交換及び参考業務 Gli代中国研究事務室及び同参考図書室に於て，常時遂行）

(3) 図書・ 資料の収集

区分I和 漢 書 1複写資料

数 量 7 9 6冊 1 8 0冊 7 リール

(4) 研究成果の刊行

①『近代中国研究彙報 第 5号』 A5判 l冊 （刊行済）

(5) 中国共産党史資料の書誌的研究及びその他収集した近・現代中国関係資料の整理 研`究。

(6) 清末外交文書研究会の開催。 （以上，前年度の継続）

(7) 近・現代中国に関する新聞報道の研究。
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IV 研究委員会

研究部の研究事業を企画実施する研究委員会は， 5部門12研究委員会にわかれる。昭和勺

年度の各研究委員会の常任委員は以下のとおりである。

第 1部中国研究

東亜考古学：梅原末治，小山 勲，関野雄，渡辺兼庸

古代史：越智重明，宇都木 章，神矢法子河野六郎，渡辺兼庸

唐代史（敦煽文献） ：榎一雄，池田温，菊地英夫，土肥義和，藤枝晃，松本明

宋代史：青山定雄，草野 靖，佐伯 富，斯波義信，周藤吉之，竺沙雅章，中嶋敏

古垣光一，渡辺紘良

明代史：鈴木立子，田中正俊，鶴見尚弘，山根幸夫

近代中国：市古宙三，河鰭源治，滋賀秀三，田中正俊，坂野正高，本庄比佐子，山根幸夫

臼井佐知子

第 2部近代日本研究

近代日本：岩生成一，海野一隆，亀井 孝，酒井憲二，田中時彦，鳥海 靖

第3部東北アジア研究

満州 ・蒙古（清代史） ：榎一雄，岡田英弘，神田信夫，松村澗

朝鮮：河野六郎，末松保和，田川孝三，森岡 康，古屋昭弘

第 4部 中央ア ジア・イスラム・チベ ッ ト研究

‘ 中央アジア・イスラム：榎一雄，梅村坦，後藤 明，佐藤次高，清水宏祐，志茂碩敏

永田雄三，花田宇秋，本田判信，護雅夫，八尾師誠

チベ ット：榎 一雄，川崎信定，北村 甫，松潟誠達，山口瑞鳳，テ‘ノパ・ゲルツェ` ノ

第 5部 イソド・東南アジア研究

南方史：荒松雄，生田滋，岩生成一，榎一雄，後藤均平，原 宜，三根谷徹

山崎元一，山本達郎

2. 学術図書出版

東洋文庫欧文紀要

"Memoirs of the Research Department of the Toyo Bunko." No. 40. 
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1982年刊 B5判 196頁

東洋文庫和文紀要

『東洋学報』第64巻第 1• 2号昭和芍年 1月刊 A5判 230頁

『東洋学報』第64巻第3• 4号昭和岱年3月刊 A5判 215頁

東洋文庫各種研究委員会刊行物

清代史（満・蒙）研究委員会

『鍍紅旗棉ー＿乾隆朝 (I)- 』 昭和58年3月刊 B5判 l• 77頁

近代中国研究委員会

『近代中国研究彙報』第5号昭和58年3月刊 A5判 89頁

チベット研究委員会

『スタイ ソ蒐集チベッ ト語文献解題目録』第7分冊 昭和58年3月刊 B 5判 128頁

『Textsof Tibetan Folktales（皿）』（『チベ ノト民話資料集 (III) 』） 昭和岱年

3月刊 B5判 173頁

東洋文庫諸目録其他刊行物

『東洋文庫新着図書目録一一和書・中国書 •朝鮮書一ー』第30号 (1981年4月へJ 198涼こ

3月） 昭和57年9月刊 B5判 65頁

『財団法人東洋文庫書報』第14号 昭和58年3月刊 A5判 147頁

『財団法人東洋文庫年報』昭和56年度版 昭和57年9月刊 A5判 82頁

3.講演会

春期東洋学講座（第335へ.,338回）

（テーマ；イスラーム世界）

黒柳恒男 「ペルシャ文学におけるイ スラーム」 (6月 1日）

日野舜也 「アフリカにおけるイスラーム世界」 (6月8日）

本田賓信 「イラ` ノ・シーア脈の成立」

中田吉信 「少数者としての中国ムスリム」

秋期東洋学講座（第 339 へ✓ 342回）

（テーマ；中国の思想と文化）
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金谷 治 「『管子』の文献此判一一 時令思想を中心に一ー 」 (10月5日）

山井 湧 「中国哲学における「理の哲学」と「気の哲学」」 (10月12日）

尾崎 康 「宋元版をめぐって一一正史を中心に一ー 」 (10月19日）

戸川芳郎 「経学と説話ー一再論「解鳥語」 一一 」 (10月26日）

（なお，春秋二期の各講演の要旨は， 『東洋文庫書報』第14号に掲載されている。）

特別講演会

周 遠廉 「新発見の明清稲案一一屏風椋，信牌枢与乾隆期朝刑科題本一」

(6月26日）

G. Kara 「UigurStudies in Hungary（ハンガリ ーに於けるウイグル研究）」

(11月15日）

4. 研究会 （東洋文庫談話会）

池田 温 「敦煽 ・吐魯番関係近刊数種」 (7月3日）

相田 洋 「宝巻と金蘭会一ー中国女姓史の周辺一一」 (2月19日）

臼井佐知子 「天平天国期の地方財政問題」 (2月26日）

古屋昭弘 「六朝隋唐時代の字書・韻書について」 (3月5日）

（なお，この談話会発表要旨は， 『東洋文庫書報』第15号に掲載されている。）

5. 研究者 養成

中国研究古屋昭弘 「中国語の音韻史的研究

ー主と して六朝 ・ 隋唐の字音を中心に 一— 」

中国研究 臼井佐知子 「清代における地方財政と権力関係及び市場構造問題」

西アジア研究 ；＼尾師 誠 「20世紀初頭のイラソにおける立憲革命」

6. 国内・国外研究者への便宜供与

I 国内研究者の受入

文部省内地研究員福岡教育大学助教授相田 洋 「明代白蓮教史の研究」

（昭和57年度下半期）

Ii 外国人研究者の受入
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Tenpa Gyal tsen 東洋文庫招聘研究員 (Goman炉与ゲJレク派学僧） 「東洋文庫チ

ベット研究委員会による『チベット語文語辞典』の編纂協力」

（昭和団年度以降）

周 遠廉 中国社会科学院歴史研究所副研究員 「旧満洲棉の研究」 （昭和57年度日本

学術振興会の招聘による。昭和57年 4月以降120日問）

李 佑成 大韓民国元成均館大学校教授 「律令制をはじめとする韓国前近代史研究」

（昭和刃年度国際交流基金の招聘による。昭和57年6月以降 9ヶ月間）

閲 斗基 大韓民国ソウル大学校教授 「日本文化伝統研究一ー中国文化伝統研究への

比較史的アプローチのために一ー」 （昭和57年6月22日以降約 2ヶ月間）

金 公七 大韓民国済州大学校助教授「日本語音韻論及び韓日両語文法の対照的研究」

（国際交流基金の依頼による。昭和57年8,9月の 2ヶ月間）

Ill 外国人・外国人研究者への便宜供与

Austral i a 

陳万成

Canada 

Daniel Bryant 

Masako Watanabe 

France 

Australian National Univ.大学院生

University of Victoria 

University of British Columbia大学院生

Alberte Rabi Iler University of Nantes 

Philippe Aguignier Universite Paris珊大学院生

Jiko Kyodo Professeur, College de France, lnstitut d'Asie, 

Hungary 

Gyorgy Kara 

Iran 

Hashem Rajabzade 

Italy 

I 

Hautes Etudes Japonaises 

Head, Department of Central Asian Studies, 

Budapest Eotvos Lorand University 

Dr., The First Secretary, the Ministry of Foreign 

Affairs (Prof., Tokyo Univ. of Foreign Studies. 

Department of Persian Studies) 

ltalo Maria Molinari Istituto Universitario Orientale Napoli 
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Paolo Santangelo Istituto Universitario Orientale Napoli 

a
 
e

李

徐

姜

李

在

李

朴

成

呉

曹

金

成

金

河

柳

韓

全

r
 ゚
k
 

公

珊

範

遥

坑

成均館大学校教授

II II 

信

英

鶴

光

泰

百

II II 

命

根

奎

根

仁

根

禄

培

穂

II II 

ソウル大学校教授

II II 

明知大学校教授

II II 

享

永

英

柄

興

東国大学校教授

II II 

絃

仁

基

海

柄

錫

大

性

煽

圭

網

熙

斗

宗

奥

麟

恢

模

孝

遠

泰

録

顕

倫

鳳

一

英

淳

助教授

安東大学校教授

高麗大学校教授

延世大学校教授

” 

II II 

円光大学校教授

西江大学校東亜研究所教授

仁荷大学校文科大学学長，教授

栄州経商大学校教授

韓国精神文化研究院大学院院長

研究部長，同院附設韓国学大学院教授

附設韓国学大学院教授

II 

” 

柳

李

都

兌

敬

豊

間

昌

瑞

鐸

東

洸

手

李

金

黄

金

権

金

南

金

権

金

忠南大学校教授

梨花女子大学校教授

楷国大学校教授

東方研書会会長，韓国簗刻学会会長

冽上書壇理事長

同徳女子大学校教授

釜山大学校教育大学院教授

師範大学副教授

漠陽大学校教授，韓国人文科学研究所所長

II 
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金

雀

権

泰

信

重

坤

砧

達

慶熙大学校教授

聖心女子大学校（教授）

中央大学校教授

People's Republic of China （中華人民共和国）

郭 豫明 上海師範学院副教授

段 文傑 敦燻文物研究所所長

史 葦湘 資料室主任

趙 友賢 甘粛省文化局副局長

史 樹青 中国歴史博物館副研究員

鄭 有恒 東北師範大学外国問題研究所所長，教授

呼格吉勤図 内蒙古大学蒙古語文研究室（研究員）

博 衣凌 腹門大学歴史系教授

万里 北京大学亜 ・非研究所副所長，教授

紹基 中国社会科学院文学研究所副所長，学術委員

世昌 II 研究員

森 II 副研究員

徳

莉

冠浩

厖距

振鋒

程

部

呉

蒋

劉

解

辛

哀

馬

勝

哀

陳

和

世

莉

英

伯

” 

II II II 

II 

II 

II 

外事局亜非処員

哲学研究所中国哲学史研究室主任

副主任

II 

II II 

II II 

頴

光

海

垣

英

微

康

倍

吉

怒

望

清

源

II II II 

助理研究員

所員

II 

田

郭

陳
庶

泊

汝

辛

夢

其

起

文

孟

田

愈

劉

悦

胡

索

栄

華東師範大学副教授

上海師範学院

中国社会科学院日本研究所（研究員）

郭沫若著作編集委員会委員

人民日報東京支局長

中国社会科学院古脊椎動物及古人類研究所副所長

南開大学副教授

中国国際書店

II 

中国民族学院民族研究所講師

II II II 

中国社会科学院近代史研究所研究員
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章

李

李

伯鋒

秀石

徳純

中国社会科学院近代史研究所副研究員

II II 所員

II 外国文学研究所研究員

Republic of china（中華民国）

劉 顕叔 国立中央図書館主任，中国文化大学史学系副教授

蘇 精 II 館員

昌 彼得 国立台湾大学文学院教授，国立故宮博物院図書文献処処長

陳 捷先 II 教授

許 沢銘 国立台湾教育学院教授

林 宝賓 II 助教授

戴 瑞坤 台溝国立中興大学助教授

Republic of India 

Subhas C. Bi swas 

Singapore 

関 笑 卿

Sweden 

趙 承福

u. s. A. 

Keenan Barry 

Richard Von Clann 

錢 立方

Linda Wal ton 

Edward Dav 1 s 

Librarian, Central Secretariat Library, 

Ministry of Education and Culture, Govern -

ment of India 

National University of Singapore講師

Professor, Director of the Institute of 

Oriental Languages, University of Stock-

holm 

Associate Professor, Denison University 

Yale University大学院生

Harvard University大学院生

Professor, Department of History, Portland 

State University 

University of California, Berkeley Campus 

大学院生

エルマ‘ノ ベソジヤミ ‘/ Professor, Col by College, Maine 

プレソダ サムソン University of Wisconsin大学院生

Stephen Roddy Graduate Student, Department of East Asian 
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謝 碧霞

Louisa Schein 

Ned Davis 

John G. Hangin 

Cal la Wiemer 

Ka thy Bernhara t 

Sun Lungkee 

U. S. S. R. 

Studies, Princeton University 

Graduate Student, Department of East Asian 

Studies, Princeton University 

Samuel T. Arnold Research Fellow, Brown 

University 

Department of History, University of Cali. 

fornia, Berkeley大学院生

Prof., lndi ana Univ. 

Prof., University of Wisconsin 

Stanford Univ.大学院生

II ” 

Eugeni I.Lubo--Lt,sni tchenko Dr., Chief of Far-Ea
stern Sect ion, 

Hermitage Museum,Leningrad 

Michail V. Kryukov Dr., Chief of Department of
 Asian Ethno-

logy, Institute of Ethnology, U. S. S. R. 

Academey of Sciences, Leningrad 
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7.職員の研究業績

期間：昭和 57年4月1日～昭和5沙F3月31日まで

略号 ：①•••著書②…編書③...論文④…学会動向⑤ •• • 書評・紹介⑥ … 翻訳

⑦・・・講演・研究発表 ⑧ • •• その他（評論・雑記・座談会等）

荒松雄

② 11 Japanese studies in Ancient and medieval Indian His-

t o r y 11 (Ac t a As i a t i c a No. 43, Th e Toh o Ga kk a i Tok y o, 1 9 8 2, 

114p.)，③',TheLodhI Rulers and the Construction of Tomb-

Bu i 1 di n gs i n D e l h i 11 (Ac t a As i a t c a No, 43, PP, 6 1崎 0)，④’'Out1 ine 

of Surveys and Studies of the Architectural Remains of 

the Delhi Lui tanate Period 11 （月輸時房氏と共同執筆， Act a Asia ti ca 

No. 43, PP. gz----....., 102)。

池田温

③「口馬行考」 （『佐久間重男先生退休記念中国史・陶磁史論集』， 31~57頁，燎原書店，

1983年3月 ，④「出土文物による最近の唐代史研究」 （『中国歴史学界の新動向』，133

~156頁，刀水害房， 1982年5月）， 「中国における出土文字資料整理研究の近況一

国家文物局古文献研究室の活動ー」 （東方学64, 162 ~72頁， 1982年7月），⑤「

関野雄監訳『中国考古学の三十年』」 復消学雑誌91-7, 103 ~4頁， 1982年7月），

瀬頷剛著，小倉芳彦訳『西北考察日記』」 国門学雑誌91-9, 104~5頁， 1982年9

月）， 「『中国歴史学年苓1981』」 償訂J23, 1 ~ 4頁， 1982年9月），涌い正祥編，

梅村坦訳『中国歴史・文化地理図冊』」 （中学雑誌91-12,91~2頁，1982年1明），

「敦煽文物研究所新刊両種」 （季刊東西交渉4,32 ~ 4頁， 1982年12月）， 「『史学情

報』の発刊」 償りブ25, 5 ~7頁， 1983年 1月），「岡野誠「唐代における死刑覆奏につ

いて」」 （法制史研究32, 309 ~10頁， 1983年3月）， 「滋賀秀三「唐代における律

の改正をめぐる一問題」」 （法制史研究32, 310~11頁 ，1983年3月） ，⑥ 「中国に

おける漢籍セ｀ノサスヘの展望一胡道静氏建議の紹介ー」 （セソター通信23,4~11頁

東京大学東洋文化研究所東洋学文献セソター， 1983年 3月），⑦「麹氏高昌国土地制度

の性格」 （史学会大会報告， 1982年11月14日，要旨：史学雑誌91-12, 81頁），⑧「

正史のできるまで一唐書を例として一」 （『中国の歴史書』＜漢文研究ヽンリーズ12>

43~53頁，尚学図書， 1982年5月），「仁井田陸『唐令拾遺』（再刊）後跛」 償び：出版

会，巻末 1~2頁， 1983年 1月）， 「仁井田陸『唐宋法律文書の研究』（再刊）補訂表，

後践」 傭びこ出版会，巻末 l~8頁， 1983年2月）， 「仁井田陸『中国身分法史』⑰手刊）
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補訂表」 償U叶廿版会，巻末 1~5頁， 1983年2月）， 「続日本紀注釈参考海外史料輯

録稿」 （『続日本紀を中心とする 8世紀史料の編年的集成とその総合的研究』，東大国史

研究室， 43~55頁， 1983年 3月）。

岩生成一

⑤田代和代著『近世日朝通交貿易史の研究』（日本歴史 409, 100----102頁，吉川弘文館，

1982年6月），⑧ 「海外文書館の思い出あれこれ」 （『近代文書学への展開』， 215~ 

229頁，柏書房， 1982年6月）， 「大震災前後よもやま話」 （日本歴史400,12----41 

頁，吉川弘文館， 1982年9月）， 「田保橋さんの思い出」 （東方学65,23 ----24頁，東

方学会， 1983年 1月）。

臼井佐知子

⑦「太平天国期の地方財政問題一江蘇省の場合ー」 償詳巨U庫談話室， 1983年 2月

26日，要旨：東洋文庫書報15) ⑧「中国近現代史文献解題 (7) ：＜何烈『清咸，同時

期的財政』，国立編繹館中華叢書編審委員会発行， 1981年＞，＜影澤益 「十九世紀五

十至七十年代清朝的財政危機和財政捜利的加劇」，歴史学 1979年第2期＞ ，＜彰澤益＞

「清代軍需奏銅統計」，中国社会科学院経済研究所集刊3, 1981年＞，＜劉克祥「太平

天国後清政府的財政｀整頓／和捜舌l政策」，中国社会科学院経済研究所集刊3,1981年＞」

（東方24,18 ___, 21頁，東方書店，1982年11月）。

梅村坦

⑥頃正祥編著『中国歴史・文化地理図冊』」 ⑮渭『房， 1982年4月， 190頁），⑦

「Bir uygur belgesi iizerine:13. yiizyilindaki Uygu衿Devleti 11 

ve 11ki~isi” 」 （アソカラ大学講演会， 1982年4月23日），「アソカラ・ベルリソ近況」

（第19回野尻湖クリルタイ， 1982年7月20日）， 「東京国立博物館所蔵ウイグル銘文木

片と大谷探検隊」 （内陸アジア出土古文献研究会， 1982年12月4日，於東洋文庫）。

海野一隆

③オルテリウスとシナ図ー大航海時代における地図作りの舞台裏一」 （図書393,33

~39頁，岩波書店， 1982年5月）， 漂民族の地理思想ー特にその地勢観について一

」 （京都大学文学部地理学教室編『地理の思想』， 69~80頁，地人書房， 1982年11

月），⑦「楊子江と洋子江」（中国歴史地理学術討論会，上海， 1982年9月2日）， 「日本人

と地図」 （岡山県立博物館， 1982年10月16日），⑧「＂つぼのいしぶみ”の正体」 （ 

PI NUS 6, 1 ~ 4頁，雄松堂書店，1982年9月）， 哨ビ子江と揚子江」 （近畿七高会

会報10,24 ~27頁， 1982年10月）， 「鹿児島のある初期の西洋製日本地図」 （弓友だ
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より 5,85~88頁， 七高造士館弓友会， 1982年10月），「イソド人の宇宙観 ・中国人の

宇宙観」 （杉浦康乎構成・岩田慶治監修『アジアのコスモス・マソダラ』， 157---...159頁，

講談社， 1982年11月）， 「故室賀信夫先生と地図学史」 （地凶20-3, 28---29頁，日本

国際地図学会， 1982年9月） 。

榎一雄

③「もう一つのシルクロ ードー東西交通路と しての南アフガニス タン一」 （季刊東西

交渉 1-2, 15 ~22頁， 井草出版， 1982年6月）， 「徐松の西域調査について（二）」

ほ代中国研究11,147~168頁， 巌南堂書店，1982年9月）， 団長‘の堅空」 （季刊

東西交渉 1-4, 16 ~21頁， 1982年12月）， 「史記大宛伝と漢書張寮・李広利伝との

関係について」 償詐戸芦報64-1 • 2, 1 ~32頁， 東洋文庫 ，1983年 1月） ，「魏志倭

人伝とその周辺ーテキストを検討する一」 （季刊邪馬台国15, 8 ~20頁， 梓書院，

1983年3月）， 「黎軒・條支の幻人(-)」 （季刊東西交渉2-1,12~19頁， 1983

年 3月），④「漢書西域伝の研究ーフールスウェ・苓仲勉両氏の近業を中心として一」

凍方学 64,130 ~140頁， 1982年7月）， 「イスラム百科辞典の系譜ー イフワーン

＝アス＝サファーとデルプローとを中心と して一」 償Uテ学 65,144 ~ 167頁， 1983

年1月），⑤「邪馬台国に関する孫栄健氏の新説について」 （季刊邪馬台国14,62 ~73 

頁，梓書院， 1982年12月）， 「アジア香薬史研究の集大成，来歴・伝播を組織的に実証」

（山田憲太郎著『南海香薬譜』＜スパイス・ルートの研究＞，図書新聞 342, 1983年3

月5日， 3頁），⑥「南蛮漂流諜 (9) '"'--' (14)」 （山柴水明110-115,1982年5

月～1983年3月，＜Francisco Vas d'Almada, Tratado do svcesso 

que teve a nao S., J oam Baptista, etc., Lisboa 1625年の全訳＞） ，

⑦「邪馬台国の謎」（朝日カルチャー教室， 1983年3月1日，於横浜駅ヒ’ル） ，⑧「民を

網するもの」 （言論春秋194, 1982年 4月19日）， 「徳富氏の蒐書一蘇峰堂だより

ー」 （汲古・創刊号， 1 ~11頁，汲古書院， 1982年5月）， 「愛国心」 （言論春秋

201, 1982年 6月15日）， 「検定教科書問題に思う」 （言論春秋211,1982年8月16日

）， 「皇清職以図」 昧理時報275, 1952年8月29日）， 「国際人」（言論春秋 223,

1982年11月8日）， 「編輯後記」償訂テ学 64,218頁， 1982年7月，同 65,196頁，1983

年 1月）， 「先学を語る一田保橋潔先生ー」 償りう学 65,168 ~ 188頁，東方学会，

1983年 1月）， 「1982年読書アソケート」 （みすず 269,5 ~6頁， 1983年1月），

「研究設備の充実を」 （言論春秋240,1983年3月7日）， 「阿部隆一博士と書誌学」

（三田評論843,88 ~89頁， 1983年3月）， 「小月氏和尉遅氏（上） （下）」 （民族繹

叢 3, 4, 1981年）， 「陳俊謀著「「榎一雄与日本東方学」」（中国史研究動態10, 23 

~28,中国社会科学出版社， 1981年）。
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越智重明

①『魏晋南朝の貴族制』（研文出版， 1982年10月， 397頁），③「均輸法をめぐって」（古

代文化35, 1,...__,12頁，古代学協会，1983年3月）， 「魏晋南朝の御史中丞」 （史淵 120,

121---...,150頁，九州大学文学部， 1983年3月）， 「七科譴をめぐって」 （九州大学東洋史論集

ll, 1~26頁，九州大学文学部東洋史研究会，1983年3月） 。

神矢法子

③「礼の規範的位相と風俗」 国琲月15, 1 ~11頁，北海道大学東洋史談話会， 1982年12

月）。

神田信夫

②『錢紅旗椋 乾隆朝 l』頃オ団法人東洋文庫， 1983年3月， XVII,158頁）， ③ 

11 Ming and Ch1ing Documents Now Lost 11(Proceedings of 

International Ch'ing Archives Symposium, Taipei, 1982, P. 

162,.....,167), 11 Remarks on Emn tanggu orin sakda-i gisu n 

sarkigan 11(EMU TANGGU OR IN SAKDA-1 GISUIV SAR.KIYAN, 

San Francisco, 1982, P. iii,....__, 1X)，⑧「文学部50周年を迎えて」 （ 明治大学広報

153, 1982年9月1日）， 「文学部創立50周年」（明治大学父兄会報暁の鐘16, 198渉F

12月6日）， 「入試雑感」 （明治大学広報161, 1983年3月1日）。

草野靖

③「南宋財政における會子の品搭収支」 頃［洋史研究41-2, 290~320頁，東洋史研究会，

1982年9月） 。

菊池英夫

④「中国封建社会理論の新展開一胡如雷氏の新著に寄せて一」 （『中国歴史学界の新動

向』，唐代史研究会編，唐代史研究会報告集第N集，215~224 頁，刀水書房， 1982年

5月）。

小山勲

②「塚田 光著『縄文時代の基礎研究』」 （渡辺兼庸他共編，縄文時代の基礎研究刊行会，

1982年3月， 329頁），⑦「勝坂式土器研究ー型式の概要一」 （下総考古学研究会，

1981年7月18日），⑧「塚田 光著作目録」（下総考古学研究会共編『縄文時代の基礎研

究』， 292~297頁，縄文時代の基礎研究刊行会， 1982年 3 月）， 「塚田 光略年譜」憚l

上， 298~304頁）， 「塚田さんを想う 一史料館活動を共にして一」 （かみしき24-
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一塚田 光氏追悼集ー， 2～4頁，下総史料館， 1981年11月）， 「塚田 光さんの思い

出ー研究会活動を共にして一」 （研究メモ184一塚田光氏追悼特集号一， 116

~117頁，下総考古学研究会， 198~3 月） 。

後藤均平

⑤「小倉芳彦『逆流と順流』，上原淳道を読む会編『政治の変動期における学者の生き

方』」 ⑲げ翌学研究509,31---..,3存l,1982年10月）， 「片倉穂「罰銭小考一国朝刑律

の一考察ー〔東方学62〕」 （法制史研究32,322---..,323 頁， 198~3 月），⑥「ュ・エ

ル・クロル『歴史家司馬遷』の紹介」 （『中国古代史研究第 5』中国古代史研究会編，

169---.., 186頁，雄山閣， 1982年9月） 。

佐伯富

①『宋史選挙史索引』 （同朋舎出版， 198笈no月， 221頁），③「士大夫と書籍」 （中国
書論大系月報 8,1982年7月， 3頁） 。

佐藤次高

②『イスラム事典』（嶋田 平，板垣雄三共編，平凡社， 1982年 4月， 495頁），③「西

アジアにおける中世世界の成立」 （『中世史講座』 1,215------239頁，学生社， 1982年 4

月）， 「イスラム社会の『もてなし』と『公』」 （月刊百科10,2 9------31頁，平凡社，1982

年10月）， 「ムスリム都市の性格」 （中東通報284,1,_, 9頁，．中東調査会， 1982i田月），

⑤「イプソ・アプド・ア ッザーヒル著『バイバルス伝』の新刊行史料」 償討羊学報64~1 

• 2, 191------198頁，東洋文庫， 1983年 1月），⑦「奴隷」 （ジソポジウム ＜東西交渉に

おけるムスリム商業＞，1982年 7月， 87~98頁，中近東文化セソター），⑧「座談会・

イスラム世界と日本」 （月刊百科6,平凡社， 198沙F6月）， 「生活体験をどう生かすか

- 『世界史（新版）』の執筆にあたって一」 ⑲杞だと地理321,65頁， 山川出版社，

1982年5月）， 「バグダードのカジノ」 （季刊東西交渉5, 9 ~10頁，井草出版， 1983 

年 3月）。

酒井憲二

②『寛永諸家系図伝 第五』（校訂協力，続群書類従完成会， 19泣年 6月， 271頁），③

「わが国における実語教の盛行と終焉」 ⑫＂＂官情報大学研究報告 l-1,1~19頁，1982

年6月）， 「再び伴信友に導かれて今昔物語集の成立について考える」 （国語国文 51

-9, 27~39頁，中央図書出版社， 198涼三9月）， ⑦「伴信友，その人と著述」 （小

浜市立図書館講演会， 1983年3月13日）， ⑧「文部省検定済高等学校国語科用『国語I』

『国語II』『現代文』『古典（古文）』『古典（漢文）』『国語表現』」 頃箭集委員，光
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村図書， 1982年4月）， 「末利 光著『ことばのおへそ』」 ⑲：文執筆，三省堂， 1982

年6月）。

志茂碩敏

②『東洋文庫所蔵ペルヽン可吾文献および関係書誌目録』） 償討羊文庫中央アジア・イスラ

ム研究委員会， 198~3 月， 427頁），⑦「イル汗国におけるモソゴル人」（東洋史研究

会大会， 1982年11月3日，要旨：東洋史研究41- 3, 145 ~ 146頁，同朋舎， 198z:¥.12

月），⑧「材質型雑感」）⑮臣史と地理324,27~28頁，山川出版社， 1982年8月）， 「ジ

ンギスカンについて」 （アボメイト1982年8月， 9月号， 12~]4頁， 2~3頁，月刊アボ

メイト社）， 「能見正比古先生の思い出」 （『能見正比古追悼寄稿集』， 2(}---..,27頁，同記

念会， 1982年11月）。

斯波義信

①『函館華僑関係資料集』（大阪大学文学部紀要22,335頁， 198涼こ12月），③「中国中

世の商業」 （『中世史講座3 中世の都市』， 201~ 228頁，学生社， 1982年8月），「中

国，中近世の都市と農村一都市史研究の新しい視角」 （『近世都市の比較史的研究，共

同研究論集第一輯』， 10~19頁，大阪大学文学部共同研究セソター， 1982年8月）， 「在

日華僑と文化摩擦一函館の事例を中心に一 」 （『叢書・アジアにおける文化摩擦，日

本華僑と文化摩擦』，巌南堂書店， 37~117頁， 497~601頁， 1983年 1月），④「第八回

国際経済史学会議と第二回中国歴史地理学術討論会」 償絆和学報64-3• 4, 195~205 

頁，東洋文庫， 1983年3月），⑤「中国水利史研究会編『中国水利史論集』」 （社会経

済史学48-4, 112 ~ 114頁，社会経済史学会， 1982年12月），⑥「宋代福建商人的活動

及其社会経済背景」 旧項け輝訳，中国社会経済史研究1983年 1期， 39~48頁），⑦11Wa

ter Systems in The Lower Yaugtze Region in China 11憚八回

国際経済史学会議， 1982年8月16日，ハンガリー，プタベスト市， 23頁，附録8)'「掲

子江下遊地域的水系」 00 2回中国歴史地理学術討論会，上海， 1982年9月2日， ．13頁，

附図 9頁），⑧「函館関帝廟について(1)(2)」 （日華月報187, 1 ~2頁，同188, 2,--.._, 3 

頁， 198涼こ 5,6月）。

滋賀秀三

⑤「島田正郎：清律の成立」 （法制史研究32, 315~317頁，法制史学会， 1983年 3 月）。

清水宏祐

⑦「トルコ人」 （中近東文化センター・シソボジウム＜ァラプと非アラプ＞， 198沙F9月

10日）， 「イラソ生活文化史への一視点ーペルジア語の農業書をめぐって 一」 （東洋
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史研究会大会，1982年11月3日，要旨 ：東洋史研究 41へ3, 146頁， 1982年12月） ， 「文

献史料より見た中東盟業史」 ⑰汀鳥取大学農学部砂丘利用研究施設， 1982年12月22日） 。

鈴木立子

③「方騰の乱，モ‘ノゴルの征服戦争，元末の紅巾の乱」 （『世界を変えた戦争 ・革命 ・反

乱』， 65~74頁，自由国民社， 1983年），④「中華人民共和国における少数民族研究文

献目録（一）」 償ぴ洋文庫書報14, 105~132頁 ， 1983年 3 月） ？「顔中其著『蘇東披』」

凍洋学報64-1 • 2, 177~181 頁 ， 1983年 1 月）。

相田洋

⑤「田仲一成著『中国祭祀演劇研究』」 （東洋史研究41-2,187----193頁，東洋史研究会，

1982年9月）， 「国会図書館所蔵の『宝巻』について」 （東洋学報64-3.4, 177 ~ 

187頁，東洋文庫，1983年3月）

田川孝三

⑧「朝鮮の紙」 （朝鮮史研究会会報68,朝鮮史研究会，1982年 9月） 。

竺沙雅章

②「宋元禅宗の墨蹟」 （中田勇次郎編『中国の美術 ・書蹟』 ，淡交社， 1982年5月，250

頁），③「宋代官僚の寄居について」 直詐閂拉汗究41-l,28~57頁，東洋史研究会，

1982年6月） ， 「明代寺田の賦役について」 （『明清時代の政治と社会』， 487~511真

京都大学人文科学研究所， 1983年3月），⑦「蘇東披とその時代」 （書論研究会大会 ， 

1982年 8月8日） ，⑧「本居宣長と『五雑組』」 （汲古 ・創刊号，18~19頁， 汲古書院，

1982年5月）， 「敦煽蔵経洵と洪掛」 ⑮］朋1982-7, 2---..,4頁，同朋舎，1982年7月），

塙麗寺のことなど 一 宋麗交渉史の一駒 一 l（韓国文化1982-8, 2---..,3頁，自由社，

198咋 8月）。

鶴見尚弘

③ 「再び， 康熙十五年丈量の蘇州府長洲県魚鱗図冊::f近する田丑究計的考察」（『中嶋敏先生古
稀記念論集（下）』， 415~433頁，中嶋敏先生古稀記念事業会， 1981 年 7 月），⑦「魚

鱗図冊について」 （中国社会科学院歴史研究所研究会， 1983年 1月14日）， 「日本におけ

る明清時代の研究動向について」 （中国社会科学院歴史研究所学術講座， 1983年 1月21

日）。
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土肥義和

⑦「八～九世紀敦煽出土漢文文書数種について 一 新発見給田関係文書及び吐蕃の敦煙支

配関係文書一」 傭計冦已研究会夏季大会， 1982年 7月10日於箱根強羅），⑧「敦燿文献

から王義之『十七帖』残紙」 （朝日新聞， 1982年6月17日付文化欄）， 「大英図書館収蔵

『敦煽・楼蘭古文書展』展観に寄せて」 墨~40, 1983年新年号， 87~89頁，芸術出版社） ，

「大英図書館留学雑記」 （国学院大学父兄会会報 1983-13,国学院大学，50~52頁） 。

鳥海靖

①『日本の歴史』（児玉幸多，平野邦雄，五味文彦氏と共著，山川出版社， 1983年3月，

281頁），③「概説ー強国をめざした集団指導」 （『日本のリ ーダー』 1「明治天皇と

元勲」， 13~26頁， TBSプリタニカ， 1982年10月），⑤「小堀桂一郎著『宰相鈴木貫

太郎』」 （文化会議 162,38~39頁，日本文化会議， 1982年12月），⑦「浜口内閣の誕生」

（石川県社会教育セソター講浪， 1982年12月7日，要旨：石川ー自治と教育ー 368,

2~18頁，石川県自治と教育研究会， 1983年3月）， ⑧「今月の日本史」 ⑰歴史読本27

-9, 27-15, 28-3, 216~217頁，新人物往来社， 198秒F7月， 11月， 1983年3月），

「『危機』と日本人」 （学鐙79-5, 20~23頁，丸菩 ， 198~5 月），「世界史的視野で

近代日本を見る一『日本の歴史（新版）』を執箪 して一」 （歴史地理322一日本史

の研究 177-,  3&---ッ37頁，山川出版社， 1982年6月）， 「近代化の推進者10人」 ⑲t 

疇本27-11, 330~337頁，新人物往来社， 198匹 8月），「紙の実弾 ・鉄の実弾」

（『竹山道雄著作集』 1「昭和の精神史」月報， 6～8頁，福武書店， 1983年3月）。

中嶋敏

③「宋の都市生活」 （高校通信・東書く日本史・世界史＞79, 2~5頁， 東京書籍株式会

社， 1982¥5月）， 「歴史に現われる「数」，中国における貨幣「銭」一宋銭と明銭

ー」 （月刊歴史教育1982-7, 70~73頁， 東京法令出版株式会社 ， 1982年 7 月），「広西

桂林相思壊運河小考」 （東洋研究65,35~47頁， 大東文化大学東洋研究所 ， 1983年1月）。

永田雄三

①『中東現代史 Iートルコ・イラ｀ノ・アフガニスタソー』 (jJo賀谷・勝藤氏と共著，

山川出版社， 1982年5月， 359頁）。

八尾師誠

③「イラソ＝ソヴィエト 関係の成立」 （『ソ連の隣接国関係の比較研究』＜北海道大学

スラプ研究セ｀ノター研究報告、ンリーズ8>，43~48頁， 1982年9月），「イラソ・パーレ
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ヴィ体制の崩壊」 （『国際年報』 ，309~329頁，日本国際問題研究所， 1982年 10月） ，

「イラソ都市社会の無頼集団ールーティーの虚像と実像 一 」 （月刊百科242,28~31 

頁，平凡社， 1982年12月），⑤「日本イスラム協会監修『イスラム事典』」 （オリエソト

2応 2,129~ 136頁，オ リエ ソト学会， 198望F-3月） 。

原賓

①『イソド思想史』（早島鋭正 ・高崎直道 ・前田専学と共著，東京大学出版会，1982年

8月， 266頁），③ ’'Quotations found in the Ratna!"ika of Bhasa 

r v a j ii a, 11 (l n : Ind o logical a叫 BuddhistStudies, Volume jn Honour 

of Professor J. W. de Jong on his Sixtieth Birthday, ed., by L. A 

Hercus, F. B. J. kuiper, T.Rajapatirana and E. R. Skrzypczak, 

Canberra 1982, PP. 187~209.), "Atidana, Atiyajana and Ati ta-

pas, 11 (I n : Ab hinarui.ana -Bha.ra ti, Profess or Krishna Kant a Hand i q五

Fel'1..c i tat i an Vo l um e, As s am Re s e a r c h S o c i e t y, Gau h a t i 19 82, FP. 

34,..._,43.), 「三度び」 （『田村芳朗博士還暦記念論文集』 ，527"-'543頁， 春秋社，1982 

年9月） ， 「Vajrasuc1 3-4」 (『中川善教先生頌徳記念論集』， 221~241頁，

同朋社， 1983年3月）， ⑤ ’'Dharma in Hindu Ethics by Austin B. Cree I 

(Calcutta, 1977) 11 (1 n : the Orientalistische Literaturzeitung 

77, Jahr gang 1982 Nr. 4 PP. 407,..._,408 (Leipzig))," Der Diebstahl der 

Lot硲 fas s e rn v o n R. K. Te r r a d a, F r e i bu r g e r Be i t rag e z u r I n do 

I o g i e B and 15, (W i e s b a den, 1980) 11 (I n :東洋学報 64-3 • 4, 187,..._, 

193頁， 東洋文庫，1983年3月），⑦＼＼ A Note on the sadh1na Jataka, 11 

(on 23 March 1983 at the XXII Deutscher Orientalistentag, 

Ttibingen)。

坂野正高

①『イメジの万華鏡』（筑賑書房， 198 2年 8月， 364頁），③咆灌§桓著『三洲日記』

（一八九六年刊）を読む一清末の一外交家の西洋社会観 ー」 （国家学会雑誌96- 7 

• 8, 491~512頁， 1982年7月） 。

古垣光一

⑦「宋代教育史の研究動向一特に中国人の研究を中心として一」 （東洋教育史学会

106回例会， 1982年7月19日） 。
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古屋昭弘

③「仏すなわち物」 （節令3,l@l, 1983年 3月），⑥「s.E. ヤホソトフ<11世紀の

北京語の発音＞」 （均社論叢12,52"-'58瓦 1982年11月），⑦「六朝・隋・唐の字書と

韻書」 （東洋文庫談話会， 1983年2月5日，要旨：東洋文庫書報 15)。

本庄比佐子

⑤「中国ソビエト関係新刊参考書 ・資料集紹介」 Gli代中国研究彙報 5, 75~89頁， 東

洋文庫， 1983年3月）。

松濡誠達

③「イソド文学よりみた大智度論の説話内容ー戸毘王説話の背景としての施与の思想

ー」 （壬生台舜編『龍樹教学の研究』， 245----..,281頁，大蔵出版社， 1983年2月）， ⑤ 

「山崎元ー著『アショ ーカ王とその時代』」 （国学院雑誌84-1,93~96頁，国学院大学，

1983年 1月）。

松村潤

②『鍍紅旗桃乾隆朝 l』（東洋文庫， 1983年 3月， XVIi, 158頁），③「金・元・明

の満洲，清朝の勃興」 （『北アジア史傍i版）』， 299~312頁， 313~324頁，山川出版

社， 1981年8月）， 「東洋文庫所蔵の満洲語文献」 復渭如27, 8~18頁， 日本大学史学

会， 1981年5月），⑦ ＂Notes on Surgaci" （第六回東亜阿爾泰学会， 1981年

12月21日），⑧「エベレスト・ビュー」 （季刊東西交渉 l-4, 12~13頁， 井草出版，

1982年12月）。

三根谷徹

③「『韻鑑序例』考」 （国学院雑誌83-11,313~320頁，国学院大学， 1982年11月），

「言語の記述と説明」 （国語研究46, 1~7頁，国学院大学国語研究会， 1983年l}D。

山口瑞鳳

①『吐蕃王国成立史研究』（岩波書店， 198猜こ2月， 1003頁）， ②『スタイソ蒐集チベ

ット語文献解題目録ー第六分冊ー』『同上 ー 第七分冊ー』（東洋文庫，チペット

研究委員会， 1982年3月， 109頁， 1983年3月， 128頁），③「チベット史料の年次計算

法」 償討羊学報63-3 • 4, 141~168頁，東洋文庫， 1982年 3 月）， 「漠人及び通頬人に

よる沙州吐蕃軍団編成の時期」 （東京大学文学部文化交流研究施設研究紀要 5, 1~21頁，

1982年3月）， 「チベットの歴史」 （『西蔵』， 175~186頁，毎日コミェニケーショソ
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ズ， 1982年 5月）， 「チョナソパの如来蔵説とその批判説」 （『田村芳朗博士還暦記念論

文集』， 585,.....,605頁，春秋社， 1982年9月）， 「チベット仏教史略説」 （東洋学術研究

21 -2, 1,....., 13頁， 1982年11月）， 「カダム脈の典籍と教義」 （東洋学術研究21-2, 

68~80頁， 198碑 11月）， 「チベット仏教典籍解題」 ⑮梵田山仏教研究所紀要 7, 1 ----37 

頁， 198況三12月），④「チベ ット学とチベ ノト仏教学の将来」 （中外日報， 1982年 7月，

1面5回）。

山崎元一

①『アジョーカ王とその時代』（春秋社， 1982年7月， 288頁），③「古代イ｀ノドの森林

と林住族」 （東洋学報64-3• 4, 135~163頁，東洋文庫，198咲F3月）， 11 The Spre-

ad of Buddhism in the Mauryan Age-with special rafer-

ence to the Mahinda legend"Cln:Acta Asiatica 43,PP. l~  

16, t he T 5 h o Ga k k a i, Aug u s t 1 98 2)，④11 Postwar Japanese 

Studies in the Socio-Economic History in Ancient India 11 

(With Toshio YAMAZAKI, in Acta Asiat ica 43, PP, 81~91)。

山根幸夫

③「『辛亥革命と日本』に関するわが国の研究動向」 （社会科学討究27-2, 327----338 

頁，早稲田大学社会科学研究所， 1982年5月）， 「中国中世の都市」 （『中世史講座』 3,

学生社， 78----101頁， 1982年8月）， 「＂研究動向”の方法」 （書誌索引展望 7-l, 6 

~9頁，日本索引家協会， 198~2 月）， 「日本対中国共和制的反応」 ⑭E非問題研究1,

14 7----159頁，北京大学亜非研究所， 1982年12月）， 「二十一箇条要求と日本人の反応」

（『佐久問重男教授退休記念中国史・陶磁史論集』， 307~329頁，燎原書店， 1983年3

月），⑤「アジア研究所刊『チベット研究文献目録』について」 （アジア研究所報26, 1 

頁，亜細亜大学， 198咋 5月）， 「『チベット研究文献目録』書評」 （中外日報 1982

年 6月27日， 10頁，中外日報社）， 「堀揉生『明史日本伝正補』」 償⑭羊学報64-3 • 4, 

165----169頁，東洋文庫， 1983年3月）， 「遼寧大学中国近代史教研室編『中国近代史論文

資料索引 1949----1979』」 償哨：学報64-1 • 2, 181----184頁，東洋文庫 1983年1月），

「浜島敦俊『北京図書館蔵＜按呉親審檄稿＞簡紹』」（法制史研究 32,313~14頁， 法制

史研究会， 1983年3月）， 「川勝守『明末清初の訟師について』」 （法制史研究32,314

~315頁，法制史研究会， 1983年 3月），⑥「金鍾博著『明代東林党争とその社会背

景』」 （稲田英子共訳，明代史研究 11,35----50頁 1 明代史研究会， 1983年 3月），⑦「

二十一箇条交渉と日本人の反応」 （南開大学歴史系報告会， 1982年 9月3日）， 「戦後日

本の社会科教科書の推移」 僅i開大学歴史系報告会， 1982年 9月 3日），「二十一箇条交

渉に関する学術座談会」 頃償亙大学歴史系，関捷教授他， 1982年9月9日）， 「二十一箇

-31 -



条交渉に関する学術座談会」 （吉林大学歴史系，李時岳教授他，1982年9月11日），「戦

後日本の社会科教科書の推移」 （吉林大学歴史系報告会， 1982年9月11日），「二十一箇

条交渉と日本人の反応」 （北京大学亜非研究所， 1982年9月13日），「鄭揉生『明史日本

伝正補』について」 （京大人文科学研究所明清研究班，198342月8日），⑧「吉林大学

学生と教科書問題」 償Uプ26, 7~11頁，東方書店，198.3年3月） ， 「謝国禎先生を悼

む」 （明代史研究 11, 1~6頁，明代史研究会，1983年3月）， 「あとがき」 （『佐久

間教授退休記念中国史 ・ 陶磁史論集』， 627~629頁，燎原書店， 198咲F3 月）。

渡辺紘良

③「宋代福建社会の一面ー陸棠栄伝訳注補ー」 （独協医科大学教養医学科紀要 5,5 ~ 

21頁，独協医科大学教養医学科， 1982年12月），⑧「資料としての『宋史選挙志』」（中

嶋敏編著『ふみあと抄』， 108~112頁，中嶋敏（自家出版） 1982年7月）， 「石井

先生を憶う」 （独協医科大学教養医学科紀要 5,2~4頁， 1982年12月）。
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財団法人東洋文庫研究員・研究課題一覧

（昭和158年 3月31日現在）

研究員名 主たる研究課題

荒 松雄 南アジア史における民族 ・宗教と国家

池田 温 中国古代史，古代東ア ジア文化交流史

市古宙 三 太平天国及び中国共産党の研究

岩生成一 17世紀イソドネ ンヽア移住日本人の活動

宇都木 章 春秋時代政治史

海野一隆 東洋地理 ・地図学の研究

榎 一雄 職貞図の研究

越智甫明 慄魏晋南北朝史

岡田英弘 満文老椋訳註

亀井 孝 日本語の歴史的研究

山崎信定 チベ ット仏教の展開

河鰭 源`治 太平天国史の研究

神田信夫 清朝興起史

菊地英夫 唐宋時代の行政および法制（特に軍制）

北村 甫 現代チベ．ノト語諸方言の記述的研究

草野 靖 中国近世の租佃制度

河野六郎 中期朝鮮語の研究

後藤 明 イスラム社会と政治

後藤均平 ペトナム ・中国関係史及び中国古代史の研究

佐伯 に晶土 中国塩政史研究

佐藤次高 イスラム中世社会経済史の研究

酒井憲二 日本語の史的研究

斯波義信 中国社会経済史

滋賀秀三 中国法制史— 法と訴訟一ー の研究

清水宏祐 セルジューク朝時代のイラソ

周藤吉之 宋 ・高麗との関係史再究
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研究員名

末松保和

鈴木立子

関野 雄

田 川 孝三

田中時彦

田中正俊

竺沙雅章

鶴見尚弘

土肥義和

鳥海 靖

中嶋 敏

一

秋

貿

高

晃

信

達

潤

雄

宇

正

賞

誠

田

田

野

枝

田

諮

村

永

花

原

坂

藤

本

松

松

松本

三根谷

護

森岡

明

徹

夫

康
雅

山口瑞鳳

山 崎元一

山根幸夫

山 本達郎

渡辺紘良

主たる研究課題

好太王とその時代

元朝における社会経済史

中国考古学の研究

李氏朝鮮社会経済史研究

（近代日本政治史）

中国近代社会経済史

中国宗教社会史

明 ・清時代社会経済史の研究

西域出土漠文文書の研究

近代日本政治外交史

宋代史

18 • 19世紀トルコの豪農地主の研究

イスラム第二次内乱の研究

イソド古代文学の研究

近代中国政治外交史

（文字の文化史）

フラグ ・ウルス国制史

イソド古代神話学

滴文老棉訳註

中国隋唐政治制度史

漢字音の研究

トルコ民族史

李朝中期の政治及び社会史の研究

チベ ット史， チベ ット語文法，チベット仏教史

イソド古代史

明清社会経済史，近代日中関係史

ベトナム ・中国関係史の研究，敦煙発見の籍帳類の研究

宋代社会史の研究
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N 業務報告

1. 庶務報告

A.財団法人東洋文庫理事会 ・評議員会

理事会

第234回 開催日 昭和57年6月8日（火曜日）

出席者榎 一雄，市古宙三，小笠原光雄，河野六郎，田中正俊

護 雅夫， 山本 達郎，高雄 婿，播磨俊雄，

委任状有光次郎，大槻文平，高垣寅次郎，徳川 宗敬，中村俊男

松本重治

第235回開催日昭和57年12月7日（火曜日）

出席者榎 一雄，有光次郎，小笠原光雄，河野六郎，田中正俊

護 雅夫，山本達郎，播磨俊雄

委任状市古宙三，大槻文平，高垣寅次郎，徳川 宗敬，松本重治

高雄 婿

評議員会

第104回開催日昭和57年6月8日 （火曜日）

出席者阿部隆一，亀井 孝，神田信夫，平野龍一

委任状石川 忠雄，梅原末治，坂本太郎，沢田敏男，清水 司

田部文一郎，中嶋 敏， 中田 乙ー，中山 素平，長谷川周重

日比野丈夫

B. 東洋学連絡委員会

前期開催日 昭和57年5月25日（火曜日）

出席者榎 一雄，阿部隆一，市古宙三，江上波夫，小川 環樹

佐藤 長， 中嶋 敏，福井康順，本田宜信，宮崎 市定

山本達郎

議題 1. 昭和56年度財団法人東洋文庫事業報告について

2. 昭和57年度財団法人東洋文庫事業計画案について
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後期開催日 昭和57年11月9日（火曜 日）

出席者榎 一雄， 阿部隆一，市古宙三，岩生成一，江上 波夫

佐藤 長， 中嶋 敏，福井康順，本田 賀信， 宮崎市定

山本達郎

議 題 1． 昭和57年度財団法人東洋文庫事業中間報告について

2. 昭和58年度財団法人東洋文庫事業計画案について

2. 人 事報告

役員移動

年月日 役職名 氏 名 区分 備 考

57, 11, 5 評 議 員 清水 司 退任 早稲田大学総長

II II 西 原 春夫 就任 II 

58, 1, 22 II 阿 部隆 逝去

58, 2, 19 II 梅 原 末治 II 

職員異動

年月日 役職名 氏 名 区分 備 考

57, 4, 1 研究員（奨励） 臼井 佐知子 就職

II II 八尾師 誠 II 

II II 古 屋 昭弘 II 

57, 6, 1 研究員（兼任） 花 田 宇秋 II 

57, 12, 31 参 事 染谷 コ ウ 退職

58, 2, 10 研究員（兼任） 青 山 定雄 逝去

58, 3, 31 司 書 大塚 祐 子 退職

II 研 究員（奨励） 古屋昭弘 II 
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受 賞

年月日 役 職名 氏 名 区分 備 考

57, 5, 3 評 議 員 田 部文一郎 叙懃 勲ー等瑞宝章

II II 中 嶋 敏 II 勲三等旭日中綬章

II 研究員（兼任） 周 藤吉 之 II II 

57, 11, 3 評 議 員 坂本 太 郎 受 章 文化勲章

II 研究員（兼任） 藤 枝 晃 叙勲 勲三等旭日中綬章

表彰

年月日 役 職名 氏 名 区分 備 考

57, 11, 19 司 戸屯 池 田 直人 勤続 2 0年

II II 小 林 輝男 II II 
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3. 会 計 報 告

昭和57年度財団法人東洋文庫収支決算書

昭和58年 3月31日現在

支 出 の 部 収 入 の 部

科 目 金額（千円） 科 目 金額（千円）

一般 会 計 一 般会計

経 p 吊 費 76,742 国 庫補助金 47,547 

事 業 費 5 9,0 5 5 
維持会費 収 入 29,620 
及寄 付 金収入

財 産 収 入 3 1, 7 1 5 

事 業 収 入 2 6,8 1 3 

雑 収 入 1 0 2 

小 計 135,797 小 計 135,797 

特 別 会計 特 別 会計

文 部 省科学 研 究費 8,100 文部省科学研究費補助金 8,100 

ノロ 計 1 43,897 合 計 1 4 3,8 9 7 
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国庫補助金年度別受入額一覧表

年度 別 一般会計（千円） 特 別 会計（千円） 合 計 （千円）

2 2 320 320 
2 3 600 600 
2 4 720 720 
2 5 530 530 

-----------------------------~ •一・一 ，. -一一， ・------------
2 6 350 1,070 1,4 2 0 
2 7 600 1 5 0 750 
2 8 1,000 4,500 5,500 
2 9 1,000 1,300 2,300 
3 0 3,850 4,3 1 0 8,160 

----------------------..．．-----_,—------,―-------------------
3 1 6,850 1,940 8,790 
3 2 6,850 2,650 9,500 
3 3 6,850 500 7,350 
3 4 6,765 5,640 12,405 
3 5 6,562 6,0 1 0 12,572 

•一•,. ---•---． ・・，＿ ＿ ，ー・一 ，ー一 ー・ ，・・・------ -----— , -----
3 6 6,000 3,600 9,600 
3 7 6,000 2,0 1 0 8,0 1 0 
3 8 6,000 2,785 8,785 
3 9 7,828 3,350 1 1, 1 7 8 
4 0 8382 8,895 17,277 

ト~―------------------------------.......... -... ----------------
4 1 9,166 (9,500) 9,160 1 8,326 
4 2 10,901 (11,500) 7,560 1 8,4 6 1 
4 3 11,500 9,900 2 1, 4 0 0 
4 4 1 3, 2 3 6 (1 3, 5 0 0) 7,300 20,536 
4 5 1 4, 8 2 7 (1 5, 3 0 0) 6,900 2 1, 7 2 7 ------------卜~―----------------------一―---------------.... ＿ 
4 6 1 6, 6 5 9 (1 7, 2 0 0) 1 3,900 30,559 
4 7 1 8, 3 7 7 (1 9, 0 0 0) 1 1,0 0 0 2 9,3 7 7 
4 8 2 4, 1 7 3 (2 5, 0 0 0) 3,300 2 7,4 7 3 
4 9 28,383 (29,000) 9,420 37,803 
5 0 3 0, 8 4 9 (3 3, 0 0 0) 1 4,0 4 0 44,889 

ト—----------—,.....------------ --------，ー--一●-----------一5 1 3 3, 7 5 0 (3 4, 5 0 0) 

゜
33,750 ． 

5 2 3 5,8 8 3 (3 6,6 3 2) 10,000 45,883 
5 3 4 0,5 0 9 (41,036) 1 1,0 0 0 5 1,5 0 9 
5 4 4 4, 9 5 1 (4 5, 5 3 6) 5,500 50,451 
5 5 45,453 (46,447) 9,700 55,153 ..．9... --------------------------... ー.--------------------------
5 6 4 7,5 4 7 1 2,8 7 0 6 0,4 1 7 
5 7 4 7,5 4 7 8,100 55,647 

（ ）内は当初予算額
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文部省科学研究費補助金年度別受入一覧表

年度 区 分 研究課題 I研究代表者 I補助金額（千円）

研究成果刊行費
プラーフマナと シュ ラウ タ 辻 直四郎 l 400 
スートラとの関係

2 6 I 
II 1日清戦没外交史の研究 岩井大愁 200 

1,070 

II I支那経済史考証 I和田 清 390 

0 2 7 「各研究個成果研刊行究費ーし古明代代建中国州の女民直族史構研成究の研究-|園田，，一亀|― 80 ---I 50 

スタイソ博士蒐集敦煙文書
2 8 I機関研究 Iのマイク ロフィルム撮影並I岩井大慧

びにその整理研究

4,500 

2 9 

3 0 

II 

研究成果刊行費 I満文老棺 I 

II 

11 I 11 

II 

------1-----------+----------------...＿ _----— -1-------------
II 

神田信夫

1,300 

゜
ー3
 ，
 

4
 

『

下

、

0

0

 

0

1

 

o
i

3

 

4
 

i------I------------~----------------....- ------—1-- - ---------I 
スタイソ博士蒐集敦燈文書

機関研究 のマイクロフィルム撮影並岩井大慧 1,700 

3 I I びにその整理研究 ｝ 1,940 
研究成果刊行費 満文老棉 II 神田 信夫 240 

----------_,_ ----------------I-------~-ト-----------

゜
5
 
6
L
 

2
 

、

4

4

0

0

0

 

0

8

7

 

7

5

3

 

，
 

ー慧

俊

夫

大

信

木

田

鈴

神

井岩
書

並

調

文

影

の

煙

撮

献

敦

ム

文

集

ル

究

煽

蒐
ィ
研

敦

士

フ

理

来

ill

博

口

整

将

ソ

ク

の

ソ

棉

イ

イ

そ

イ

究

老

タ
マ

に

夕
研

文

ス

の

び

ス

査

満

究

究

費

行

研

研

刊

果

関

合

成究

機

総

研

2
 
3
 

- ----- - -—• - ------------- -~- ------1-----------

3 3 I総 合研究 Iスタ イン将来敦焼文献の調
査研究

I鈴木 俊 500 
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年度 区 分 研究 課題 研究代表者 補助金額（千円）

中世以降における東アジア
機関研究 諸地域の買重文献の整理研 岩井大惹 4,000 

究

総合 研究
スタイン将来敦煽文献の調

鈴木 俊 800 
3 4 査研究

5,640 

日唐法制経済文書の比較研
ff 究一正倉院文書と敦煙文 仁井田陸 500 

書一

研究成果刊行費 満文老枢 N 神田信夫 340 
—• --_ ＿ ---— ,..．一ー．＿＿，ー・一l -----------------●,．---•,._ _ _ ---------.. ＿ 

中世以降における東ア ジア
機関研究 諸地域の買重文献の整理研 岩井大慧 4,800 

究

3 5 西域出土古文書 ・古文献の
6,010 

総合研究
調査研究

鈴木 俊 900 

研究成果刊行費 満文老桃 v 神田信夫 310 ~-----------------------------一し—------,_ _________ 

機関研究 B イスラ ーム諸国の社会構造 榎 一雄 1,500 

中世以降における東アジア

” C 諸地域の貴重文献の整理研 岩井大懇 600 
3 6 究 3,600 

総合研究
西域出土古文書 ・古文献の

鈴木 俊 1,200 
調査研究

研究成果刊行費 満文老桃 w 神田信夫 300 ---------------i,- - - --------------- —•一•.., ． --.-.■ -----------
機関研究 B イスラーム諸国の社会構造 榎 一雄 1,700 } 

3 7 2,010 

研究成果刊行費 満文老棉 VII 神田信夫 310 
ト—-- --------------------------------------------------
特定研究 イスラーム諸国の社会構造 榎 一雄 1,700 

3 8 研究成果刊行費 日本文・中国文•朝鮮文等
岩井大慧 1,045 2,785 逐次刊行物目録

各個研究
李朝仁祖朝に於ける賠還問

森岡 康 40 
題と対清貿易
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年度 区分 研究課題 研究代表者 I補助金（千円）

特定研究（2) イスラーム諸国の社会構造 I榎 一雄

総合研究
宋代以降の中国農村社会経

済関係語彙に関する研究
青山定雄

3 9 I 
研究成果刊行費 中国地方志連合目録 岩井大慧

各個研究 I北日本における晩期縄文文
化の研究

渡辺兼庸

゜
5
 
3
 ，
 

3
 

ヽ
~
、

0

0

0

0

 

0

5

5

5

 

7

7

8

 

，
 

ー

I---- -l-- - - - - - - - - - ~ - - - - - - - - - - - - - - -.....-- - - - - -,_ - - - - - - - - - - -

機関研究 (.NI 地方志にもとづく中国社会
の研究

1田川孝三 1 5,400 

特定研究 (2)Iィスラーム諸国の社会構造 I榎 一雄 I1,440 

4 o I 
総合研究 1

宋代以降の中国農村社会経

済関係語粟に関する研究
I青山定雄 675 

研究成果刊行費 I梅原考古資料目録（朝鮮之
部）

I榎 一雄 I 550 

” 漠籍叢書所在目録 森 鹿三 I 830 

8,895 

1-----!-----------—•------------------.....------ --...------------
機関研究 Al地方志にもとづく中国社会

の研究
1田川孝三 I 4,140 

特定研究 (2)I 日本の近代化過程に対する
国際的評価とその背景

I榎 一雄 I2,700 

4 1 I総合研究 I金石文を主とした朝鮮史の
基礎的研究

I末松保和 I1,200 ~ 9,160 

II 
バーリ語辞典編集のための

甚礎的研究
I辻直四郎 I 300 

研究成果刊行費 I漢籍分類目録集部（東洋文
庫の部）

II 820 」

機関研究 Al地方志にもとづく中国社会
の研究

1田川孝三 I3,360 

4 2 
特定研究 (2)I 日本の近代化過程に対する

国際的評価とその背景
I榎 一雄

総合研究 I金石文を主とした朝鮮史の
基礎的研究

I末松保和

0

0

 

0

•
O 

7

2

 

9

9

 

2

1

 

7,560 

II 
パーリ語辞典編纂のための ミ

基廃的研究
I辻直四郎 I 300 
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年度 区 分 研究課題 研究代表者 補助金額（千円）

唐末以降 1940年代にいた
一 般研究 A る中国の地主制の体系的研 青山定雄 7,080 

4 3 
究

9,900 

特 定 研究 (2)
日本の近代化過程に対する

榎 一雄 2,820 
国際的評価とその背景

-------------------------------------------ヒ―----------
唐末以降 1940年代にいた

一 般研究 A る中国の地主制の体系的研 青山定雄 2,000 
究

特定研究 (2)
日本の近代化過程に対する

榎 一雄 2,820 4 4 国際的評価とその背景 7,300 

総 合研究 A
中国周辺諸言語に関する中

辻直四郎 2,000 
国資料の調査研究

研究成果刊行費 唐代の服飾 原田淑人 480 
1----------------------------------.....-------------------

唐末以降 1940年代にいた
一般研究 A る中国の地主制の体系的研 青山 定雄 800 

究

4 5 総合研究 A
中国周辺諸言語に関する中

辻直四郎 1,600 6,900 
国資料の調査研究

イソド・シッ キム・プータ

海外学術調査 ソ・ネパールにおけるチペ 榎 一雄 4,500 
／卜文献の調査と収集

・・ 一，• 一■------ ■,，一--------------------------ト—-----------
一般研究 A

日本を中心とする近代東ア
市古宙三 1 1,500 

ジア国際関係の史的研究

4 6 
総合研究 A

中国周辺諸言語に関する中
辻直四郎 1,400 

13,900 

国資料の調査研究

II 李朝後半期の農村社会文化 田川孝三 1,000 

トーー一 ----------------------------- -----------..，--- - --

一般研究 A
日本を中心とする近代東ア

市古宙三 5,000 
ジア国際関係の史的研究

4 7 
総合研究 A 李朝後期の農村社会文化 田川孝三 1,600 11,000 

イソド・シ ッキム・プータ

海外学術調査 ソ・ネパールにおけるチベ 榎 一雄 4,400 
ット文献の調査と収集

ト—------------------------------•一・ 9 一，•一 ，---- ----------一
特定研究 A

両大戦間の中国をめぐる国
市古宙三 2,500 

際情勢

4 8 東洋文庫インド ・シッキム 3,300 

海外学術調査 ・ネパール調査隊収集チベ 北村 甫 800 
ット文献の整理と目録作成
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年度 1 区 分 研究課題 研究代表者 I補助金額（千円）

一般研究 Al南アジアにおける文化変容 榎 一雄 6,690 
の研究および資料の収集

明代の地方行政区割，府 ・
4 9 I II DI州・ 県の地理的沿革に関す 鶴見尚弘 230 9,420 

る研究

特定研究 (2)l 両大戦問の中国をめぐる国 市古宙三 2,500 
1-----1------------際情勢 ------------ ------- ----------
一般研究 Alイスラム社会の構造に関す 辻直四郎 11,500 

る歴史学的研究

5 o I II 
DI 敦煙出土寺院関係古文書の 土肥義和 290 

14,040 
基礎的研究

特定研究 (2)I 両大戦間の中国をめぐる国 榎 一雄 2,250 
際情勢

---+-----------I-------------------_,_ --------....------------
中国を中心とする東アジア

s 2 l―般研究 A|国際関係史資料の書誌的研I榎 ＇一雄 I 10,000 

L_-- ---------—匹---------------↓-------~ ----------
中国を中心とする東アジア

一般研究 Al国際関係史資料の書誌的研I榎 一雄 I3,ooo 
究

5 3 I総合研究 Al仏典翻訳の対照意味論的研I辻ミ 直四郎 I3,600 H 1,000 
究

李朝に於ける地方自治組織
II I並びに農村社会経済語薬の 1田川 孝三 1 4,400 

研究

I--- - 1--- -------- 4-- --------------—+--------1-----------
中国を中心とする東アジア

一 般研究 Al国際関係史資料の書誌的研 榎 一雄 2,000 
究

5 4 I総合研究 Al仏究典翻訳の対照意味論的研 辻直四郎 3,000 5,500 （原田覚）

李朝に於ける地方自治組織
II l並びに農村社会経済語彙の田川孝三 500 

研究
----... -----------+----------------1-------.....-----------

5 5 

一般研究 Al南アジア史研究資料の甚礎
的研究

榎 一雄

総合研究 Al仏典翻訳の対照意味論的研辻直四郎究 （原田覚） ゜゚
7
 

Q
5
 

｀

下

・

0

0

 

0

0

 

4

3

 

Q
f
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年度 区 分 研究 課題 研究代表者 補助金額（千円）

一般研究 A
南アジア史研究資料の甚礎

榎 一雄 6,900 
的研究

総合研究 A
中東諸国における伝統と変

志茂碩敏 4,400 
5 6 革ーその基礎的研究一

12,870 

研究成果刊行牲
『解放日報』記事目録N 近代中国研 1,570 
一附人名索引一 究委員会

トーー一 -------..＿ ＿... ----------- --..，.. ----------—------..一
ユーラシア社会史における

5 7 一般研究 A 遊牧 ・農耕及び通商に関す 榎 一雄 8,100 

る基礎的研究
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文部省補助金研究者養成費年度別支給一覧表

年度 研究者氏名 研究課 題 現 職
補助金年

備考
額（千円）

3 1 永積 昭 近世東南ア ジア貿易史の研 東京大学教授 4 8 0 

究ーオラソダ東印度会社

の活動を中心として 一

高畠 稔 イソド土地制度史の研究 北海道大学教授
ーイギリスの統治下に

おける一

斯波義信 中国社会経済史の研究 一 大阪大学教授

特に宋代の商業史的研究を

中心として 一

本田貫信 蒙古民族史の研究 京都大学教授

山根幸夫 15世紀以降の中国における 東京女子大学教授

郷村統治の研究

松村 潤 清朝初期史一明 ・清 ・蒙 日本大学教授
古 ・ 満州• 朝鮮の文献史料
の比較検討ー

山口 瑞鳳 梵蔵文文法論 東京大学教授
-----------------------------------.. ---------------------------
3 2 永積 昭 （前掲出） （前掲出） 4 8 •O 

高畠 稔 （ II ） （ II ） 

斯波義信 ， （ ） （ II ） 

池田 湿 唐代社会経済史研究 東京大学教授

山根幸夫 （前掲出） （前掲出）

松村 澗 （ II ） （ II ） 

山口瑞鳳 （ II ） （ II ） 

1--一ー一し―-- - --- ----------------------------------ー・ -----
3 3 永積 昭 （前掲 出 ） （前掲 出 ） 480 

高畠 稔 （ II ） （ II ） 

-----------------------------------------------------
3 4 永積 昭 （前掲 出 ） （前掲 出 ） 480 

高畠 稔 （ II ） （ II ） 
-- ------------------------------------------------.. 
3 5 生田 滋 近世イソ ドネシア史研究 財団法人東洋文庫 480 

附置ユネスコ東ア

ジア文化研究セ‘ノ

ター研究員

佐々木正哉 近世中国排外運動の研究 明治大学教授
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年度 I研究者氏名 研究課題 現 職
補助金年

額（千円）
I備考

（前掲 出 ）

財団法人東洋文庫

--―1―------［―---------------tー専門門＿――-------
3 7 金子良太 （前掲 出 ） I (前掲 出 ） I 480 

酒井 良樹 ベトナムの国際的位置

3 6 I佐々木正哉 （前掲出）

金子 良太サキヤ派史の研究

480 

- ---,-- -----.. --- --------- - --•-- --------＋  --- -—• -----
3 8 I金子良太 （前掲出）

武田 幸男 I朝鮮中世史研究

（前掲出）

東京大学教授

480 

← --―→-------― ➔--------------- --—,-----------.... -----→------
3 9 I川崎 信定 Iチベ ットにおける仏教思想 I筑波大学助教授

の展開一唯識思想を中心
とした跡づけー

山口 瑞鳳 1チベ ット歴史辞典の絹集及 Ic前掲出）
びチベ．ノト暦ー第6代ダ
ライラマ伝説の研究一

山崎 元ー Iィソド古代史の研究 国学院大学教授

4 8 o I 4.1 -
10.31 

11.1-
3.31 

----.. - ---- - -... -- ---- - - - - - - - - --.. - --- - - - - - - _,_ -- ----< - --- -

4 o I山口瑞鳳

山崎元一

--
4 1 I山口瑞鳳

山崎元一

4 3 I後藤 明

西 義郎

---------

4 4 I後藤 明

（前掲出）

II 

（前掲出）

II 

（前掲 出 ）

C II)  

（前掲出）

C II)  

480 

480 

---—,—--------一,_------------------,_ ------------1 - - - - - - -, -- - -- -
4 2 I後藤 明 1マホメット時代のアラプ社 I山形大学助教授

会の考察

西 義郎 Iビルマ語の研究 愛媛大学教授

600 

トー一ーヤー―------←----------------..., ----------+ - - - - - -1- - - - -
（ 前掲出）

II 

（前掲出）

（前掲 出）

(//)  

（前掲出）

金子 良太 I西域出土チベット文献の研 I( II ) 

究

600 

600 

瓢 54.
315逝去）
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年度 研究者氏名 研究 課題 現 職
補助金年

備考
額（千円）

4 5 長 正統 李朝後期の日鮮貿易史 九州大学助教授 1,080 

川崎信定 チベット仏教古派資料の研 （前掲出）

究

永田 雄三 トルコの近代化に関する社 東京外国語大学助

会経済史的研究 教授

-- -----------------------------------•一 ， -----------
4 6 長 正統 （前掲出） （前掲出） 1,080 

川崎信定 （ II ） （ II ） 

渡辺紘良 宋代地主制の研究 独協医科大学助教

授

~--- ..,.—- -....,,—,— --------------------ー・一ー一，-----------------L------

4 7 長 正統 （前掲出） （前掲出） 1, 2 1 8 

川崎 信定 （ ” ） 
（ II ） 

二瓶幸子 アティ ーシャ著「菩提前燈 日本学士院事務官
4.1-

論」の研究
6．孜）

土肥祐子 宋代における市舶制度の展 10.31.-31 
開

--------------------------------~-----------------—---し—----

4 8 菅野裕臣 朝鮮語の歴史的研究 東京外国語大学教 1,620 

授

松本 明 唐代選挙制度の研究 財団法人東洋文庫

専任研究員

花田宇秋 イスラーム第二次内乱の研究 明治哨浣灼罪境女授

ト—--ーa---- - - - .. ------------------------------------・ -----
4 9 菅野裕臣 （前掲出） （前掲出） 1,620 

松本 明 （ II ） （ II ） 

花田宇秋 （ II ） （ II ） 

---------------------------------------------------------

5 0 松本 明 （前掲出） （前掲 出 ） 2,700 

花田宇秋 （ 
II 

） （ ） II II 
I 

長野泰彦 ボン教の伝承に関する文献 国立民族学博物館

学的研究 助手

i-- - - ------ •一-----------------------------i- ------ --:.. ＿． 
5 1 長野泰彦 （前掲出） （前掲出） 3,024 

古垣光一 宋代官僚制の研究

志茂碩敏 Gha Zan Kh面の諸改革 財団法人東洋文庫
司書
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年度 研究者氏名 研究課題 現 職
補助金年

備考
額（千円）

5 2 長野泰彦 （前掲出） （前掲 出 ） 3,240 4.1-
9.15 

原田 覚 吐蕃仏教の研究 東方学院講師 9.163.-31 

古垣光一 （前掲出）

佐藤智水 南北朝 ・隋・唐初における 岡山大学助教授 4.1-
邑義について 3.31 

浜下武志 中国近代経済史研究一金 東京大学助教授 12.31.-31 
融問題を中心として一

--
■9..＿,------------------------------------.. ＿ ------------

5 3 原田 覚 （前掲出） （前掲出） 3,492 

浜下武志 （ II ） （ ” ） 

蔀 勇造 古代アラビア史のクロノロ 東京大学助手

ジーの研究

--------------------------------------------... ------------・ 
5 4 原田 覚 （前掲出） （前掲出） 3,636 

並木頼寿 捻軍史を中心とする清末華 東海大学講師

北農村社会の研究

新村容子 清末地主制の研究

-------... ------------------------------------------
5 5 原田 覚 （前掲 出 ） （前掲出） 3,708 

並木頼寿 （ II ） （ II ） 

新村 容子 （ II ） （ II ） 
トーー一 -------------------------------------------..，． t-- ---
5 6 神矢法子 漢唐間における家礼の規範 3,8 5 2 

的展開と礼俗

山内 昌之 トルコの近代社会とイスラム 東京大学助教授

山名弘史 清代地主制の研究 法政大学講師

に~―-------------------------1-----------------------
5 7 臼井佐知子 清代における地方財政と権 3,960 

力関係及び市場構造問題

古屋昭弘 中国語の音韻史研究ー主 早稲田大学講師
として六朝・ 隋唐の字音を

中心に一

八尾師誠 20世紀初頭のイラ ンにおけ
る立憲革命
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v役職員名 簿

昭和58年3月31日現在の財団法人東洋文庫の役職員は，以下のとおりである。

1. 役員

役職名 氏 名 現 職

理事長代理 榎 雄 国立国会図書館支部東洋文庫文庫長
専務理事 財団法人東洋文庫研究部部長

財団法人東洋文庫図書部部長

東京大学名誉教授

理 事 有光次郎 日本芸術院院長

東京家政学院大学学長

II 市 古宙三 中央大学教授
お茶の水女子大学名誉教授

II 大 槻文平 三菱鉱業セメソト株式会社取締役会長

社団法人日本経営者団体連盟会長

II 小笠原 光雄 株式会社三菱銀行相談役

II 河 野六郎 大東文化大学教授
東京教育大学名誉教授

II 高垣寅次郎 日本学士院会員

一橋大学名誉教授
成城学園名誉教授

II 田 中正俊 東京大学教授

II 徳 JI I 宗 敬 神社本庁統理
社団法人日本博物館協会会長

II 中 村俊 男 株式会社三菱銀行代表取締役会長
社団法人経済団体連合会副会長

II 松 本 重治 財団法人国際文化会館理事長
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役職名 氏 名 現 職

理 事 護 雅夫 日本大学教授

財団法人東洋文庫附置ュネスコ東アジア文化

研究センター所長

東京大学名誉教授

II 山 本達郎 日本学士院会員

東京大学名昔教授

皿臣 事 高雄 靖 株式会社三菱総合研究所代表取締役社長

II 播 磨俊雄 三菱金曜会事務局局長

評議 員 石 川 忠 雄 慶応義塾塾長

度応義塾大学学長

II 亀 井 孝 成城大学教授

一橋大学名巻教授

II 神 田 信夫 明治大学教授

II 坂 本 太郎 国学院大学教授

日本学士院会員

東京大学名誉教授

II 沢 田 敏 男 京都大学学長

II 田 部文一郎 三菱商事株式会社取締役会長

II 中 嶋 敏 大東文化大学教授
東京教育大学名誉教授

II 中 田 乙一 三菱地所株式会社取締役会長

II 中 山 素 平 株式会社日本興業銀行相談役

II 西 原 春夫 早稲田大学総長

II 長谷川 周 重 住友化学工業株式会社会長

II 日比野丈夫 大手前女子大学学長

京都大学名昔教授

II 平 野龍一 東京大学総長
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2. 東洋学連絡委員会委員

役職名 氏 名 現 職

委 員長 榎 雄 （前 掲 出）

常任委員 山 本達 郎 （ II ） 

委 員 市古宙 （ II ） 

II 岩 生成一 日本学士院会員

II 江 上 波夫 古代オリエ ント博物館館長

東京大学名誉教授

II 小）11 環樹 京都産業大学教授

京都大学名替教授

II 貝 塚茂 樹 京都大学名誉教授

II 佐 藤 長 仏教大学教授

京都大学名誉教授

II 長 尾 雅人 日本学士院会員

京都大学名誉教授

II 中 嶋 敏 （前 掲 出 ）

II 日比野丈夫 （ II ） 

II 福 井康順 早稲田大学名脊教授

II 本 田 賓信 京都大学教授

II 宮 崎 市 定 京都大学名誉教授
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3. 名 誉研 究員

氏 名 現 職

W. T. デ ・バリイ コロソビア大学教授

E. 0 ライツャワー ハーヴァード大学教授，元駐日アメリカ大使

G 卜 ウ ツ チ ローマ大学教授，イタリア中東亜研究所所長

A. フオ` ノ ・ガベイソ 前ハソプルグ大学教授

A. B デイヴィス ッ ドニー大学教授

J ヂ 工 ノレ ネ 第 7パリ大学教授，フランス国立高等研究院研究指導員

H. フ ラ ン‘ ケ ミュ｀ノヘ‘ノ大学教授

L ペ テ ツ ク ローマ大学教授

4. 職員

部名 職 名 氏 名 現 職

研究部 部 長 榎 一雄 （前 掲 出）

部長代理 護 雅夫 （前掲 出）

部長補佐 田 中正 俊 （前 掲 出）

研究顧問 岩村 忍 京都大学名誉教授

II 村 田 治 郎 京都大学名誉教授

研究員（兼任） 荒 松雄 東京大学東洋文化研究所教授

II 池 田 湿 東京大学東洋文化研究所教授

II 市 古宙 （前 掲 出）

II 岩 生 成一 （前掲 出）
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部名 職 名 氏 名 現 職

研究部 研 究員（兼任） 宇都木 早ヤ 青 山学院大学教授
し

II 海 野一隆 大阪大学教授

II 越 智 重 明 九 州大学教授

II 岡 田 英弘 東京外国語大学アジア ・アフリ

力言語文化 研究所教授

II 亀 井 孝 （前 掲 出）

II J 11 崎 信定 筑波大学助教授

II 河 鰭源 治 愛知大学教授

II 神 田 信 夫 （前 掲 出）

II 菊 池英夫 北海道大学教授

II 北 村 甫 東京外 国語大学アジア ・アフ リ

カ言語文化研究所教授

II 草 野 靖 熊本大学教授

II 河 野六 郎 （前掲 出）

II 後 藤 明 山形大学助教授

II 後 藤均乎 立教大学教授

II 佐 伯 富 京都大学名誉教授

II 佐 藤次 吉向 東京大学助教授

II 酒 井憲二 図書館情報大学教授

II 斯 波 義信 ・ 大阪大学教授

II 滋 賀 秀三 東京大学教授

II 清 水 宏祐 東京外国語大学 ア ジア ・アフ リ

カ言語文化研究所助手

II 周 藤吉 之 東洋大学講師

II 末 松 保 和 学習院大学名誉教授

II 関 野 雄 東 京大学名誉教授

II 田 J 11 孝三 日本大学講師
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部名 職 名 氏 名 現 職

研究部 研究員嘩任） 田 中 時彦 東海大学教授

II 田 中正俊 （前掲 出）

II 竺 沙雅章 京都大学教授

II 鶴 見 尚 弘 横浜国立大学教授

II 土 肥義 和 国学院大学助教授

II 鳥 海 靖 東京大学教授

II 中 嶋 敏 （前掲 出）

II 永 田 雄 東京外国語大学アジア ・アフリ
力言語文化研究所助教授

II 花 田 宇秋 明治学院大学助教授

II 原 宜 東京大学教授

II 坂 野正 高 国際基督教大学教授

II 藤 枝 晃 京都大学名営教授

II 本 田 貨信 （前 掲 出）

II 松 溝誠達 大正大学助教授

” 松 村 潤 日本大学教授

II 三根谷 徹 国学院大学教授

II 護 雅夫 （前掲 出）

II 森 岡 康

II 山 口 瑞鳳 東京大学教授

II 山 崎元一 国学院大学教授

II 山 根幸夫 東京女子大学教授

II 山 本達 郎 （前 掲 出）

II 渡 辺 紘良 独協医科大学助教授

研究員（専任） 松 本 明

II 鈴 木立 子
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部名 職名 氏 名

図書部 部長 榎 一雄＊

主 査 渡 辺 兼庸＊

副主査 大塚 祐 子； 小 山
勲＊ 竹之内 信 子＊

II 児野寿満子， 広瀬洋 子
＊

係 員 浅野 千秋， 池 田 直人， 小 林輝
男＊

II 志 茂碩敏， 西幽一男

総務部 部長 早船 艶雄

課 長 乎野 豊

係員 稲村 優， 金子祐子， 光 田 憲雄

II 谷 治 嘉紀， 吉 田 男佐武

（＊印は国立国会図書館支部東洋文庫職員）

5.臨時職員

部 名 氏 名

研究部 安藤 充， 飯田 隆子， 石川 寛， 石川 むつみ

岩見 隆， 干 志嘉， 大井 剛， 金沢 篤

兼田信一郎， 権太澄子， 清水海隆， 関 喜房

高橋 明， 谷沢淳三， 東長 靖， 蓮沼 龍子

引田 弘道， 福田 女r5士心

図書部 蔽崎 和子， 私市正年， 熊谷 哲也， 清水 一枝，

清水 敏江， 高山 博， 堂前 敏昭， 野村 徹，

山本佳世子， 米林 仁， 渡辺 修

総務部 岡本 美空

（昭和57年4月1日～昭和お年3月31日間に在籍した者）
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刈東洋文庫維持会

本維持会は，財団法人東洋文庫の事業を援助発展させることを目的として結成されたもの

で，現在の会員は下記の通り44社である。会員には普通会員（個人），賛助会員（個人又は

法人団体），及び特別会員があり，特別会員を除き年会費（普通会員 1口5千円以上，賛助

会員 1口50千円以上）を納入する。

財団法人東洋文庫維持会会員名簿

三菱重工 業株式会社

株式会社 三 菱 銀 行

旭 硝 子株式会社

三菱 化 成工業株式会社

菱 金 属株式会社

三菱鉱業セメ｀ノト 株式会社

菱 地 所株式会社

菱 商 事株式会社

菱 石 油株式会社

菱 電 機株式会社

三菱レイヨソ株式会社

日 本 郵 船株式会社

三 菱信託銀行株式会社

菱 倉 庫株式会社

明治生命保険相互会社

株式会社竹中工務店

千代田化工建設株式会社

東京急行電鉄株式会社

日 興 証 券株式会社

麒 麟 麦 酒株式会社

東京海上火災保険 株式会社

日本光学工業株式会社

三菱 アセテ ー ト 株式会社

三菱アルミ ニウム 株式会社

三菱化工機株式会社

三菱瓦期 化 学株式会社

菱 建 設株式会社

三菱自動車工業株式会社

三菱自動車販売株式会社

菱 樹 脂株式会社

菱 製 鋼株式会社

菱 製 紙株式会社

三菱モ‘ノサント化成 株式会社

菱 油 化 株式会社

株式会社伊 勢 丹

工 ザ イ 株式会社

小田 急 電 鉄株式会社

株式会社西武百貨 店

戸 田 建 設株式会社

日本信託銀行株式会社

株式会社 日立製作 所

晶ヽ 士 紡 績株式会社

本田技研工業株式会社

精 工 産 業株式会社

計 44社

（昭和58年 3月31日現在敬称略 ・順不同）
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VllI 財団法人東洋文庫附置

ユネスコ東アジア文化研究センター事業

1. 調査研究事業

1-A. 長期調査研究「アジアの文化価値とその現代的条件への適応」

【年度】 10ケ年計画第 8年度

【概要】 本計画は，本来セソターがユネスコ本部に提案し， 1974 （昭和49)年の第 18

回ユネスコ総会で採択された研究計画である。この計画実施のために 1976 （昭和 51)年

3月に、セソターが受入機関となって東京で開催された「アジア地域文化研究機関代表者会

議」の決議に基づいて，各国で調査研究が進められているが，セ｀ノターでは，本年度，次の

四つの研究テーマによる調査研究を実施した。

1 -A-1. 「アジア諸文化の特色」 (5年計画延長年度）

【概要】 日本を含むアジア各地の伝統的芸術・芸能等の文化遺産の現状及び由来を調査し，

それらの現代における意味を探ると同時に，それらの比較研究をおこなうために必要な概念

を分析・整理することを目的としている。

【専門委員】 小泉文夫（委員長），河竹登志夫，田口安男，前野 尭，松村禎三。

【事業内容】

専門委員会

5月20日： G.オズギュール「トルコの細密画について」

7月3日：石山 彰「服飾から見た日本文化の特性」

1月11日：西山松之助「日本の料理」

3月22-23日：「アジア諸民族文化の特色」

「人問博物館リトルワールド」見学と，総合的討議。

1 --A-2. 「アジア諸国における国民統合の理念とその機能」 (5年計画第 4年度）

【概要】 流動しつづけるアジア諸国において，国民を統合するための理念が形成される契

機及びその内容実際の機能のしかたを明らかにすることを目的とし，主として社会科学的

観点から研究を進める。

【専門委員】 衛藤濡吉（委員長），古賀正則，白石隆，土屋健治，平野健一郎，広瀕久
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【事業内容】

専門委員会

和，山影進。

1月28日：恒川恵市「国民統合をめぐる諸概念について」

1 -A-3. 「現代アジア諸国におけるマスコミュニケーションと大衆文化」 (5年計画第

4年度）

【概要】 アジア諸国において，各国の文化的価値観の形成に重要な役割をもつラジオ・新

聞・テレビ・雑誌などのマスコミュニケーショ｀ノが， 実際に大衆文化にいかなる要素を送り

こんでいるかを明らかにすることを目的とし，主として人文科学的研究をおこなう。

【専門委員】 辻村 明（委員長） ，伊藤慎一，稲増龍夫，岩男寿美子，岡部疫三，佐田一

彦。

【事業内容】

専門委員会

5月28日：野中耕一・駒井 洋「タイ国の現状について」

10月6日：来年度現地調査計画の検討

11月9日： 「タイ・イソドネシア・マレーツア現地調査の方法」

12月Z1日：「現地調査質問票の作成について」

1月31日：「調査項目概要について」

所員の海外派遣

派遣国：イソドネシア， 、ンソガボール，マレーツア， タイ，韓国

被派遣者：生田滋

派遣期間：昭和5祠こ2月20日～ 3月6日

派遣目的：現地調査打ち合わせ

1-A-4. 「アジア諸国における企業経営の社会的性格」 (5年計画第2年度）

【概要】 変容を遂げつつあるアジア諸国において，都市を中心として展開する人為的な集

団すなわち企業をとりあげ，そこに反映されている伝統的な文化価値を分析・整理すること

によって，諸地域の現代的特色を追求しようとするものである。

【専門委員】 中川敬一郎（委員長），加納啓良，菅 俊雄，小池賢治，末広昭，谷浦孝

雄。

【事業内容】

専門委員会

10月16日：プロジェクトの編成と今後の事業推進計画

11月24日：プロジェク ト編成と今後の事業活動
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1月21日：デ ・ヘスス「アジアにおける経営研究の現状と問題点」

2月28日：菅俊雄「華人企業家の活動態様」

1 -B. 一般調査研究

1-B-l. 「東アジア文化研究」

【概要 】 東アジア文化の形成に欠くことのできない要素としての「青銅器文化」と「稲作

文化」に注目し，資料の収集 ・整理と共に調査研究を進める。

1-B-1-a. 「中国青銅器文化研究の現状調査」 (4年計画第2年度）

【事業内容 】

中国青銅器を中心に， ン`ペリア ・中央アジアも含めて，関係論文 ・報告書のリス トアップ

を継続した。

1 -B-1 -b. 「東アジアの稲作文化」 (5年計画最終年度）

【専門委員 】 渡部忠世（委員長），飯島 茂，大林太良，佐々木高明，高谷好一

【事業内容 】

専門委員会

9月18日：沖縄県与那国島における実施調査の報告書のとりまとめについて

昭和5朗こ度開催予定の国際会議の事業計画等について

1-B-2. 「アジア地域における文化研究機関の実態とその活動に関する調査」 (4年計

画最終年度）

【概要】 アジア諸国の文化研究機関の活動の実態を知ることは，地域研究の拡充，国際協

カの充実強化のための基礎的な条件である。そのため，アンケート調在等を通じて得た情報

を英文で公刊することを目的としている。

【事業内容】

韓国における文化研究機関のアンケートによる実態調査をとりまとめて出版した。

1 -B -3. 「ラジオ ・テレビジョソが伝統芸能に与える影響に関する調査」 (2年計画初

年度）

【概要 】 ラジオ・テレビジョソでとりあげられる日本の伝統芸能の実態を，籠的，質的角

度から把えることによって，伝統芸能の今日的状況課題を検討する。

【事業内容】
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昭和57年 1月1日から12月31日までの日本全国のラジオ・テレビジョソが取り扱った伝統

芸能番組名と，その時間数及び視聴率の集計を行った。

1 -B-4. 「日本の古代都市に関する研究」 (3年計画初年度）

【事業内容】

平城京を中心とした飛鳥奈良地域の歴史および遺物，遺跡の保存に関する報告書を作成

する。この事業はユネスコの実施している調査研究「アジアの古代都市の研究」の一部をな

す。

1 -c.特別調査研究「現代アジアの社会的，文化的環境の現状に関する基礎的
調査」 (7年計画第 4年度）

【概要】 この特別調査研究は，アジア諸国の文化・社会について実験的で，かつ総合的な

方法を採用しながら，アジア地域が共通にもっている特質を研究し，アジア地域の実情の把

握につとめようとするものである。

1 -C-1. 「アジア諸国におけるエリートに関する社会科学的総合調査」

【事業内容】

専門家会議

3月19日：土屋健治「十九世紀ジャワのエリートについて一ー伝統と近代をめぐる諸問題

--」

1 -C-2. 「アジア諸国における大衆文化一ー特に口碑伝承の調査一ー」

【事業内容】

専門家会議

2月19日：津曲敏郎「満州語の口碑伝承」

萩中美枝「アイヌロ承文芸のジャソルーーとくに神々のユーカラについて一」

切替英雄「アイヌロ碑伝承におけるいわゆる一人称説述体について」

2. 学術交流及び普及， ドキュメソテーション活動

2-A.学術交流
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2-A-1． 外国人研究者の招聘

ビエソヴェニド＝ Iレ‘ノベラ， フィリヒ゜ン大学フィリピソ語フィリヒ ソ゚文学科教授 Bien. 

venido Lumber a, Professor, Department of Fi 1 ipino and Phi 1 i ppine 

Literature, University of the Philippines, Quezon City 

招聘期間：昭和5朗こ 3月14日～27日

2 -A-2. 外国人研究者による研究会開催

ケルカル，サヒティアアカデミー事務総長 R. S. Kelkar, Secretary General, 

Sahitiya Academy, New Delhi。 「Sahit iya Academyの活動について」
(10月15日）

2 -A-3． 研究者および所員の海外派遣

私市正年 ：昭和57年 6月30日～ 7月20日，下記2-C参照。

生田滋 ：昭和5辟こ2月20日 ～ 3月6日，上記 1-A-3参照。

2 -A-4． 外国人研究者，各種専門家に対する便宜供与

今年度， 上記の外国人研究者 (2-A-1, 2)以外でセソターを訪九セソターが情報

提供等の便宜を供与した外国人研究者は以下のとおりである。

Mr. Kim Sang-Kyuh 

Mrs. Sir i porn Ki jkuarkull 

Mr. MD  Khurshid Alam 

Dr. Apol inario Y. Ta ting 

Dr. Eugeni Lubo-Lesni tchenko 

Dr. Mi chai I V. Kryukov 

Chief, Social Science Division, 

Korean National Commission for 

U nesco, Seoul 

External Relations Officer, 

Thailand National Commission 

for U nesco, Bangkok 

Assistant Secretary, Bangladesh 

National Commission for 

Unesco, Dacca 

Publications Officer, Unesco 

National Commission of the 

Philippines, Manila 

Chief. Far Eastern Section, 

The State Hermitage Museum, 

Leningrad 

Chief, Department of Asian Eth-
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nology, Institute of Ethnology, 

USSR Academy of Sci enc es, 

Moscow 

Mr. Jan Simek Second Secretary, The Embassy 

of the Czechoslovak Socialist 

Republic, Tokyo 

Mrs. Sushma Omata Nepalese folk musician, Tokyo 

Dr. Henri de Mink President, I nter-Documentation 

Company, Leiden 

Ms. Louisa Schein Researcher in ethnology (South 

China), Brown University, 

Providence, Rhode Island 

Profo Gyorgy Kara Head, Department of Central 

Asian Studies, Budapest Eotvos 

Lo瑶ndUniversity 

Dr. Serafin D. Quiason Director, The National Library, 

Mani la 

Mrs. Sonia N. Quiason Professor, Department of Food 

Industry, University of the Phil-

i ppines, Quezon City 

Mr. Stephen F. Teiser Graduate Student, Princeton 

University, Princeton 

Dr。 Trailokya Nath Uprai ty Unesco Regional Adviser for 

Culture in Asia and Pacific, 

Bangkok 

Dr. Choe Hak-kun Professor, College of ege of Human i -

ties, Seoul National University 

Mr. J. A. Traksel Adviser, I nter-Documentation 

Company, Lei den 

Miss Ha Young Nam Korean National Commission for 

Unesco, Seoul 

Mr. Rana Raghubir The Nepal National Commission 

for Unesco, Kathmandu 

Mr. Mohd Yusof Bin Haji Nurim Malaysian National Commission 

for Unesco, Kuala Lumpur 
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2 -B.文献目録等の作成

2-B-1. 「日本における近代中国研究の現状」調査

【連絡委員】 市古宙三（代表），安藤彦太郎，今堀誠二，衛藤藩吉， 川勝 守，河地重蔵，

菊池英夫，鈴木中正，田中正俊，藤本 昭，堀川哲男，山田辰男。

【事業内容】 例年通り，ア‘ノケート方式により国内の近代中国研究者の姓名，住所，現職，

専門領域，業績の調査を行いカ ード化した。このカードは東洋文庫近代中国研究室参考図書

室で研究者の便に供された。従来はさらにロソドンのChinaQuarterlyに送付され，その

リスト刊行に利用されていたが， 5酋醤月をもって廃刊されたため，センター独自に出版し

た。

2-B-2. 「日本における中央アジア研究文献目録」の編集 (5年計画最終年度）

昨年度にひき続き，日本人による中央アジア関係の研究文献目録の編集にあたり，基礎カ

ードの作成を継続した。

2 -B-3. 「日本におけるアジア（含日本）研究者一覧」の編集

下記 3-D-1のシリーズ完成に付随するものとして，ひきつづき編集を進めた。

2 -c.資料の調査・収集および整理

本事業は，アジア諸国においてアジア諸言語によって書かれたアジアの社会・文化・歴史

に関する学術書・学術雑誌等の刊行物の出版状況を調査して情報を収集するほか，今後のア

ジア研究に必要な書籍・定期刊行物・文献などを収集し整理することを目的としている。こ

こ数年来， とくに世界の注目の的となっている中東の研究に関する， アラビア語・トルコ語

・ペルシア語文献の調査・収集を進めてきている。

本年度はアラビア語に関する学術書・学術雑誌・マイクロフィルムの出版状況調査を目的

として 東海大学非常勤講師私市正年氏を .. 工、ノフト，チュニジア，アルジェリア，モロッコ

諸国に派遣した。その結果アラビア語文献約300冊を購入した。また，別個に購入されたア

ラビア語およびトルコ語文献を合わせて本年度は約510冊の文献，マイクロフィルム12本を

収集した。

2-D.語学講習会の開催
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ネパール語講習会

期 間：昭和57年7月19日（月） ～ 8月17日（金） 毎週月曜日から金曜日まで午後

1時より 4時まで

場所：電通共済生協会館（駒込）

講師：石井博，スシュマ・オマタ

終了者： 23名

2 -E. 図書の寄贈及び交換

本年度も従来どおり，センターの出版物を国内の大学，研究所，在日各国公館など約 200

個所，国外の大学，研究所，国際的機関など約300個所に定期的に寄贈した。また国内の研

究機関約 50個所，国外の研究機関約100個所から定期的に出版物の寄贈をうけた。

3. 出版物の作成

3 -A. 援関誌East Asian Cultural Studiesの刊行

本年度は， VoI. XX II, Nos. 1 -4合併号を刊行した。内容は5呼こ度に終了した長期

調査研究「アジアの伝統文化における理想像一一年中行事と生涯行事の分析ー一」の最終報

告書である。タイトルは『 Ritual and Society』で，目次は下記のとおりである。

Introduction, by Nakane Chie 

Intimate Relationships in Burma, by Tamura Katsumi 

Social Gathering at Night : Forms of Communal Assembly in Java, 

by Sekimoto Teruo 

Blessing and Display : Northern Thai House-warming Ceremonies, 

by Kaj iwara Kageaki 

The Ghosts Invited : The Festival for the Dead among the !ban of 

Sarawak, by Uchibori Motomi tsu 

Communicating with Spirits : A Study of the Manganito Seance 

among the Southwestern Pinatubo Negri tos, by Shimizu Hiromu 

Unfulfilled Symmetry: Women's Position to Men in the Social 

- 66 -



Universe of the Mbotgote in Malekula Island, Vanuatu, by Funa-

biki Takeo 

Jar for Ancestor Spirits: Social Implications of Household in 

Rural Korea, by Ito Abi to 

Human Relations in Rituals : Cases from Japanese Villages, by 

Yanagawa Keiichi 

3-B.アジア史料叢刊（英文）

『ラーマー世年代記』第 2巻註釈篇の編集および，チャソ＝ヴァン＝ザップ著， グエン＝

カク＝カム翻訳『ベトナム書誌』の英文編集を継続した。

3 -c.東アジア文化研究叢書（英文）

次の出版計画について検討した。

3 -D.文献目録等の出版

3 -D -1. 

『日本における東洋学の回顧と展望』（英文 Oriental Studies in Japan: 

Retrospect and Prospect 1963-1972)のうち下記の 3点を出版した。

Part I-7 History of Modern Japan, by Toriumi Yasushi 

Part I-13 History of Arts （日本）， by Yanagisawa Taka 

Part lI-3 History of Arts （日本以外の国）， byTakata Osamu 

3 -D-2. 

『緯国における人文社会科学研究機関一覧』（英文 Research Institutes of 

Social Sciences and Humanities in the Republic of Korea, 1982-

1983), viii, 240ページを出版した。 (1 -B-2参照）

3 -D-3. 

『日本における近代中国研究者一覧』（英文 Modern China Studies in Japan, 
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December 1982) vii, 45ページを出版した。 (2 -B-1参照）

3 -D-4. 

『韓国における最近の考古学的発見』（英文 Recent Archaeological Discov・

eries in the Republic of Korea, by Kim Won-yong) vii, 94ページを出

版した。内容目次は下記のとおりである。

Preface 

Introduction 

I The Palaeolithic Age 

II The Neolithic Age 

Ill The Bronze Age 

N Three Kingdoms Period 

V The Unified Sil la Period 

¥I The W reek off Sh inan 

References 

Pl ates 
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4. 業務報告

A. 運営委員会・顧問会議

運営委員会

前期開催日 昭和57年 5月25日（火） 午後 1: 30 "'3 : 0 0 

場所

報告

議題

後期開催日

場所

報告

議題

顧問会議

東洋文庫会議室

l 昭和5辟こ度事業報告及び決算報告について

l. 昭和57年度事業計画案及び予算案について

2 運営委員の改選について

昭和57年11月9日（火） 午後 1: 30,..__, 3 : 00 

東洋文庫会議室

l. 昭和57年度事業及び会計中問報告について

l 昭和58年度概算要求について

開催日 昭和57年 5月25日（火） 午後 1: 30 ~ 3 : 00 

場所東洋文庫会議室

報 告 1． 昭和5辟F度事業報告及び決算報告について

議 題 1． 昭和57年度事業計画案及び予算案について

2. 運営委員の改選について
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B.役員異動

年月日 役職名 氏名 区分 備 考

57 4 16 運営委員 中根千枝 退任 前東京大学東洋文化研究所所長

4. 17 II 大野盛雄 就任 東京大学東洋文化研究所所長

4. 19 II 藤田勇 退任 前東京大学社会科学研究所所長

II II 福永光司 II 前京都大学人文科学研究所所長

4 20 II 大石嘉一郎 就任 東京大学社会科学研究所所長

II II 上山春平 II 京都大学人文科学研究所所長

7. 16 顧 問 松浦泰次郎 退任 前日本ユネスコ国内委員会事務総長

II 運営委員 大崎仁 II 前文部省学術国際局審議官

7. 26 II 山本学 II 前文部省学術国際局ユネスコ国際部部長

8 16 顧 問 大崎仁 就任 日本ユネスコ国内委員会事務総長

II 運営委員 植木浩 II 文部省学術国際局審議官

II I/ 斎木俊男 II 文部省学術国際局ユネスコ国際部部長

11. 12 II 伊達邦美 退任 前国際交流基金専務理事

12. 10 II 仙石敬 就任 国際交流基金専務理事

C.職員異動

年月日 職名 氏名 区分 備 考

57. 4 1 係 員 直井靖夫 休職

5 7. 9 17 研究助手 引田葉子 II 

58 3. 31 研究員 梅村坦 退職

II 研究助手 秩父良子 II 

D.受賞

年月日 役職名 氏名 区分 備 考

57 4. 29 運営委員 岡野澄 叙勲 勲二等瑞宝章

57. 11. 3 顧 問 吉識雅夫 受章 文化勲章
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E. 表 彰

年月日 1戦名 I 氏名 I区分 備 考

庶務外事57. 11. 19l I松前義治 I勤続 I財団法人東洋文庫より勤続20%室長

F. 会計報告

昭和57年度ユネスコ東アジア文化研究センター収支決算書

（昭和5筈F3月31日現在）

支 出 の 部 収 入 の 部

科 目 金額（千円） 科 目 金額（千円）

経 常 費 5 6, 8 8 2 国 庫 補 助 金 8 0,0 1 9 

人 件 費 5 1,9 7 3 ユ ネス コ 援助金 9 9 3 

事 務 費 4,909 財 産 収 入 1 2 

事 業 費 24,821 雑 収 入 6 7 9 

研 究 経 費 7,459 

長期調査 研 究費 5, 1 7 0 

一 般調査研究費 1,699 

特 別 調査 研 究費 5 9 0 

研究者の交流及び普及
3,269 活 動 経 費

研究文献の収集 ・目録
の作成 ・翻訳出版等経 1 4,0 9 3 
費

計 81,703 計 81,703 
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5. 役職 員 名簿

昭和岱年3月31日現在のユネスコ東アジア文化研究セ‘ノターの役職員は以下のとおりであ

る。

A 所長 副所長

護雅夫 松村 潤

B. 運営委員

氏 名 現 職

伊藤 良 ユネスコ ・アジア文化 セソタ ー理事長

今 枝愛 員 東京大学史料編纂所所長

岩生成一 日本学士院会員

植木 浩 文部省学術国際局審議官

上 山春平 京都大学人文科学研究所所長

梅悼忠夫 国立民族学博物館館長

大 石嘉一郎 東京大学社会科学研究所所長

大 野盛雄 東京大学東洋文化研究所所長

岡 野 澄 東京工業高等専門学校名習教授

尾高 邦雄 東京大学名誉教授

北 村 甫 東京外国語大学アジア ・アフリカ言語文化研究所所長

斎木俊 男 文部省学術国際局ユネスコ国際部部長

仙 石 敬 国際交流基金専務理事

高 田 修 東京国立文化財研究所名誉研究員

中村 元 東方学院長 ・東京大学名誉教授

服 部 四郎 日本学士院会員 ・東京大学名営教授

福 井康 順 早稲田大学名営教授

即`＇ 田 陽一 国際文化会館専務理事 ・東京大学名誉教授

森 崎 久 寿 アジア経済研究所所長

山 本達 郎 日本学士院会員 ・東京大学名誉教授

渡 部 忠世 京都大学東南アジア 研究セソタ ー所長
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C. 顧問

氏 名 現 職

大 崎 仁 日本ユネスコ国内委員会事務総長

林 健太郎 国際交流基金理事長

月̀'1」 田 充 明 財団法人文教協会会長・城西大学名昔学長

吉識雅夫 日本ユネスコ国内委員会会長

D 参与

氏 名 現 職

青 山 秀 夫 京都大学名営教授

織 田 武雄 II 

田 村 実 造 II 

長 尾雅 人 II 

丸 山 真 男 東京大学名普教授

三上次 男 II 

宮 崎 市 定 京都大学名営教授

宮 本正 尊 ” 

E 専門員

Christi an Ashley Danie 1 s 

F. 職員

職 名 氏 名

調査資料室長 生田 滋

普及 室長 外池明江

庶務外事室長 松前義治

研 究 員 梅村 坦，本庄比佐子

研究助 手 設楽靖子，秩父良子，引田葉子

係 員 直井靖夫，酒井敬子
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G． 臨時職員

昭和57年4月1日から昭和お年3月31日に至る間に臨時職員として在籍した者は，以下の

とおりである。

内野佳子，宇野伸浩，片山章雄．私市正年，久野正子，清水敏江，中田八重，西野節子

林 徹，長縄誓子，保坂修司，吉村光子
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